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今回の表紙題字は、福岡県立武蔵台高等学校書道部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

N
o.210

2
0
2
5
年
1
1
月
１
日

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第211号は令和８年２月１日発行予定です。
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意見書を県及び市へ提出
朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める意見書

議会のタイムリーな情報を
ＳＮＳで発信しています。
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　この題字は篆書という書体で書いています。これを
書くにあたって私は、見た人に書道の魅力が少しでも
伝わり興味を持ってくれたら良いなと思いました。この
ような貴重な機会をいただき、ありがとうございました。

～表紙題字の作者紹介～

福岡県立武蔵台高等学校書道部2年
井上　穂乃花さん
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聴く　見る　動く　チーム議会
資産等報告書の審査結果について

　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員（配偶者、
被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに前年１年間の収入、
贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の審査結果を７月３０日に意見書として受け取りまし
たので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２０人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１６人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６１人
審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
　明白な誤記、不正確な記載、その他不明な点等については確認の上、差し替え及び訂正または口頭での
説明は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

　朝倉街道駅周辺は、五差路と踏切が重なる構造で交通量も多く、歩行者・自転車・自動車が錯綜する
危険な状況です。令和７年５月１９日には、小学４年生児童が巻き込まれる重大事故が発生し、地域で
以前から指摘されてきた危険性が顕在化しました。この危険を放置せず、再発防止と安全確保のため、
緊急対策を早急に講じていただくことを、強く要望する意見書を県及び市に提出しました。
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人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
保育所申込者数及び利用定員の状況

９月12日、16日、17日における決算集中審査では、8部門23課から79項目の詳細な説明を受
け、予算の執行状況と行政効果を確認しました。審査では次年度予算に向けた工夫・改善の必要
性に留意しながら質疑を行いました。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり

民生費
198億427万
9千円
47.5%

総務費
70億7361万
8千円
16.9%

教育費
44億5016万
8千円
10.7%

衛生費
33億5570万
7千円
8.0%

公債費
27億1513万
6.5%

土木費
17億5476万
6千円
4.2%

その他
25億7403万
5千円
6.2%

歳出合計
417億2770万3千円

使用料及び手数料
5億4219万
7千円
1.3%

繰入金・繰越金
24億1445万
6千円
5.6%

市税
145億2269万
34.0%自主財源

198億
2616万
6千円
46.4%

依存財源
229億
2038万
2千円
53.6%

諸収入など
23億4682万
3千円
5.5%

地方交付税
52億1942万円

2千円
12.2%

市債
8450万円
0.2%

国県支出金
135億7798万
2千円
31.8%

地方譲与税、
各種交付金など
40億3847万
8千円
9.4%

生涯学習センターにおける映像音響機材の状況

歳出　417億2770万円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、「１」に近く、
さらに「１」を超えるほど財源に余裕があるとされています。
昨年度に比べて、０．００４ポイント減少しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性が
あるとされています。人件費、物件費、扶助費に充当した
一般財源の増などにより昨年度に比べて、０．４ポイント
増加しました。
　筑紫野市は、実質公債費比率などの健全化判断比率を見る
と前年度に引き続き財政状態は健全であると判断できます。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越
す財源を引いて9億5785万円の黒字となっ
ています。
　一般会計歳入全体は、前年度比9.0％
（35億4344万円）の増加、
　一般会計歳出全体は、前年度比10.6％
（39億9930万円）の増加となっています。
　増加の主な要因は、歳入では地方創生臨
時交付金、歳出では定額減税調整給付金支
給事業が増加したことによるものです。

一般会計

歳入（収入） 歳出（支出）前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

427億4654万円

経常収支比率

財政力指数

637億6656万円

210億2002万円

増

増

増
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増

増

増

417億2770万円

※万円未満は切り捨て

623億7472万円

206億4702万円

●財政指標の近隣市との比較は？ 

令和　　 年度　

一般会計決算
6令和　　 年度　

一般会計決算
6

筑紫野市

0.742

88.1%

春日市

0.725

88.0%

大野城市

0.770

86.9%

太宰府市

0.630

94.9%

那珂川市

0.668

95.3%

歳入　427億4654万円

●市の貯金と借金はどうなっている？

地方債（借金）は昨年度に比べ、約３２億円減少しました。
基　金（貯金）は昨年度に比べ、約２１億円増加しました。

自然をまもり未来を育むまちづくり
ごみ袋の新たな取り組み

令和６年度から取り組んでいる「つくしちゃん護美（ごみ）袋」の状況は。

レジ袋として使用した後、可燃物用ごみ袋として活用できるごみ袋であり、令和６年度は試用期
間として２万枚作成し、１万9500部を引き渡したところである。
一方で、本社直轄スーパー等は取り扱いの可否について単独での判断が難しいとの声もあったた
め、本社への働きかけが今後の課題であると考えている。

問

答

購入から相当年数が経過しているものが見受けられるが、更新予定はないのか。

使用可能なものは適切なメンテナンスを行うことで可能な限り使用する方針で
はあるが、開館から２５年経っているため、計画的な機器の更新を図る必要が
あり、専門業者の意見を聞きながら順次更新していきたいと考えている。

問

答

入所保留児童数の増加に対し、どのような対策を講じていくのか。

まずは保育人材の確保に取り組み、既存保育所等の定員の弾力的運用による対応を行い
たいと考えている。また、施設整備については、全国的な少子化の状況を踏まえ慎重に
判断したいと考えている。

問

答

学校別教職員欠員数の推移

議会としても令和６年２月に筑紫地区５市で連携し、教員不足解消について定数増などの対策を講じるよう県教育委
員会に要望したところであるが、欠員は常態的になっている。
抜本的な解決策について、市はどのように考えているのか。

教職員を志望する方が増えることが課題解決につながるとの認識のもと、市として
は教職員が働きやすい職場環境の整備に努めているが、全国的な問題であるため、
今後も国、県、市がそれぞれの役割を果たしていく必要があると考えている。
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答
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地域経済の活性化及び市民生
活の安定化を図るため、市民
が市内の施工業者によって住
宅の改修工事を行う場合に費
用の一部を補助します。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
経済対策事業住宅改修工事補助事業　１１９９万７千円

事業内容 補助金申請額が約半年で予算額に達しており、希望される方は
まだいたものと考えるが、さらなる拡充に向けての考えは。

令和７年度は予算を３００万円増額しており、申請状況も令和
６年度と同様のペースで推移しているため、その進捗を注視
し、今後の事業規模について検討していきたいと考えている。

在宅の重度の心身障がい者に対し、タクシー料
金の一部を助成することにより、日常生活の利
便と社会活動の範囲の
拡大を図ります。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
福祉タクシー料金助成事業　９８６万６千円

問

答

事業内容 タクシーチケットが足りない人への手立てについて、どのように
考えているのか。

令和６年度からチケットの利便性向上を図るため、交付枚数を初
乗り運賃48枚から500円券66枚にするなど、運用方法の見直し
を行っており、今後３年間程度は利用実績の推移を注視していき
たいと考えているが、引き続き他市の取組状況等を参考にしなが
ら、検討していきたい。

各コミュニティ運営協議
会に対し、「地域コミュ
ニティづくり交付金」を
交付することにより財政
支援を行っています。

コミュニティ運営協議会補助事業　５１０８万５千円

事業内容 令和６年度予算審査の際に、各コミュニティの部会活動の充実を
目指し、市がリーダーシップを発揮していきたいと述べていた
が、どのようなことに取り組んだのか。

大きな課題である地域での人材確保に向け、市とコミュニティが
一体となり、各部会との共催事業や、コミュニティセンター主催
講座等を通じて、地域での人材発掘、人材育成に努めた。

問

答

問

答

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
交通事故件数及び対策内容

交通安全教室や交通安全パトロール等のソフト面の対策はされているが、道路改良等のハード面の対策については、
どのように考えているのか。

危機管理課が把握している交通事故件数や実施している対策内容について、ハード面を担う所管部署と情報共有し、
連携して取り組んでいきたいと考えている。

問

答

政策実現のための市民目線の行財政運営
ふるさと応援寄附金の状況

寄附額が前年度から約４億円増加しているが、要因は。
　
本市の特産品がポータルサイト上で上位に掲載されるよう、広告展開やプロモーション
活動を行ったことが要因のひとつであると考えている。

問

答

≪委員長報告（抜粋）≫
　令和６年度の事業執行については、予算審査常任委員会の議論を踏まえながら取り組んだことに加
え、物価高騰対策では６回もの補正予算を編成し実施しました。また、国等の財源を活用するととも
に市税や地方交付税などの一般財源が増加した結果、約９億６千万円の黒字、及び基金の増加等にも
寄与する結果になったものと考えている、と執行部から説明がありました。
　委員間討議では、３日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出され、令和６年度の
決算を受け、令和８年度の予算編成に反映されるべく活発な議論が行われました。
①区長及びコミュニティ運営協議会について
　　業務量が大きな負担となっているため、次年度の予算編成にあたっては、区長報酬及びまちづく
り交付金の充実並びに業務内容の見直しが必要であること。
②子育て支援について
　　待機児童の解消に向け、入所保留児童数にも着目し、必要に応じて支援の検討をする必要がある
こと、また、現在進めている様々な施策の更なる拡充が必要であること。
③児童生徒の健全育成について
　　課題に対する早期解決が重要であるため、スクールソーシャルワーカー等、専門スタッフの適切
な配置が必要であること、また、読書活動の推進を図るため、学校図書の計画的な整備が必要であ
ること。
④脱炭素社会の推進について
　　国が掲げるカーボンニュートラル達成に向け、市が実施するゴミ減量やリサイクル、再生可能エ
ネルギー設備の普及や森林整備等の取り組みを拡充する必要があること。
⑤農林業の振興について
　　農業問題は国にとって最も重要な課題であるため、市として有害鳥獣対策等の施策により、就農
環境を整備し、就農者を支援する必要があること、また、森林環境譲与税を有効に活用し、市の財
産である森林を守る必要があること。
⑥経済対策について
　　空き店舗対策補助事業や地域活性化商品券補助
事業等において、市内全域、また、より多くの市
民に効果が及ぶような方策を検討する必要がある
こと。
　
　以上の点を重要課題として共通認識とすることを
確認しました。

横尾決算審査特別委員長
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問

答
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こと、また、現在進めている様々な施策の更なる拡充が必要であること。
③児童生徒の健全育成について
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な配置が必要であること、また、読書活動の推進を図るため、学校図書の計画的な整備が必要であ
ること。
④脱炭素社会の推進について
　　国が掲げるカーボンニュートラル達成に向け、市が実施するゴミ減量やリサイクル、再生可能エ
ネルギー設備の普及や森林整備等の取り組みを拡充する必要があること。
⑤農林業の振興について
　　農業問題は国にとって最も重要な課題であるため、市として有害鳥獣対策等の施策により、就農
環境を整備し、就農者を支援する必要があること、また、森林環境譲与税を有効に活用し、市の財
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

子どものための
教育・保育給付
事業（保育）

届出保育施設等
第3子以降保育料
助成事業

産後ケア事業

生徒指導総合
推進事業

二日市小学校
校舎増改築事業

４億7892万円

1億813万円

182万円

3087万円

660万円

233万円

7253万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

令和6年度決算剰余金を財政調整
基金へ

令和6年度に寄付されたふるさと
応援寄附金において、当該年度
に積み立てできなかった残額を
創生振興基金へ

第3子以降保育料無償化に伴い、
扶助費を増額

第3子以降保育料無償化に伴い、
届出保育施設等第3子以降保育料
助成事業補助金を新設

利用者の増加に伴い、委託料を
増額

スクールカウンセラーが想定よ
り多く派遣されているため、報
償費を増額

基本設計の結果により、一部工
事を前倒しして行う必要が生じ
たため、単独工事費を増額

総医療費

被保険者数

医療費

１人当たりの医療費

令和4年度

147億9285万7千円

13,226人

111万8千円/人

令和5年度

156億9964万7千円

13,969人

112万3千円/人

令和6年度

160億1244万1千円

14,671人

109万1千円/人

選挙当日
有権者数

87,410人

当日
投票者数

29,002人

期日前
投票者数

24,034人

不在者
投票者数

339人

在外
投票者数

17人

投票者
総数

53,392人

投票率
（%）

61.08%

予算審査常任委員会

認
定

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
主
に
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
度
の
歳
入
総

額
は
、
31
億
６
２
４
２
万

７
千
円
、
歳
出
総
額
は
、

30
億
９
６
７
７
万
４
千
円

で
す
。

　
総
医
療
費
は
「
窓
口

負
担
額
」
と
「
医
療
給

付
費
」
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　
医
療
給
付
費
の
構
成
割

合
は
左
の
通
り
で
す
。

　
現
役
世
代
は
自
分
自
身

の
保
険
料
に
加
え
、
後
期

高
齢
者
の
保
険
料
を
支
援

す
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
被
保
険
者
数
の
推
移
と

総
医
療
費
及
び
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
次
の
表
の

通
り
で
す
。

問
　
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
下
が
っ
て
い
る
が
、

要
因
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
の

幅
広
い
世
代
の
方
で
75
歳

の
方
々
が
、
比
較
的
に
比

重
が
増
え
、
結
果
と
し
て

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

減
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

概
要

概
要

　
ふ
れ
あ
い
広
場
の
運
用

基
準
は
次
の
通
り
で
す
。

①
市
主
催
の
行
事

②
市
議
会
主
催
の
行
事

③
市
民
団
体
主
催
の
行
事

　
な
お
、
準
備
等
を
除
く

車
両
の
乗
入
れ
は
禁
止
で

す
。
ま
た
、
近
隣
住
民
へ

の
不
快
と
な
る
騒
音
・
振

動
を
発
す
る
こ
と
や
営
利

目
的
の
イ
ベ
ン
ト
も
使
用

不
可
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
６
月
の
委

員
会
で
、
ふ
れ
あ
い
広
場

運
用
基
準
が
あ
る
た
め
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
乗
入
れ
は

今
後
の
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
そ
の
後
は
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
使
用

で
き
る
設
備
と
災
害
時
に

有
効
な
設
備
の
両
立
が
理

想
と
考
え
る
が
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
や
遊
具
、
運
動
器

具
の
常
設
を
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

の
車
の
乗
り
入
れ
は
構
造

的
に
は
問
題
な
い
が
、
歩

行
者
と
車
の
導
線
が
重
な

り
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
移
動

す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る

た
め
、
条
件
を
付
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
遊
具

を
常
設
す
る
こ
と
は
、
平

常
時
・
災
害
時
に
お
い
て

も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

特
に
災
害
時
は
、
救
援
物

資
置
場
、
救
援
車
両
停
留

所
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

拠
点
の
想
定
を
し
て
い
る

た
め
、
今
の
と
こ
ろ
は
考

え
て
い
な
い
。

　
令
和
７
年
７
月
20
日
に

執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回

の
参
議
院
議
員
選
挙
の
投

票
率
54
．
９
％
か
ら
約
６

％
上
昇
し
ま
し
た
。
福
岡

県
内
で
は
第
３
位
の
投
票

率
と
な
り
、
「
市
」
の
中

で
最
も
高
い
投
票
率
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
者
数
は
、
下
表
の
通

り
で
す
。

問
　
期
日
前
投
票
と
当
日

投
票
所
で
の
投
票
数
が
ほ

ぼ
同
じ
割
合
だ
が
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
　
こ
の
割
合
は
全
国
的

な
傾
向
で
あ
り
、
今
回
は

投
票
日
が
三
連
休
の
中
日

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前

も
っ
て
投
票
し
よ
う
と
し

た
人
が
増
え
た
も
の
と
分

析
し
て
い
る
。

問
　
期
日
前
投
票
所
増
設

の
検
討
は
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
で

審
議
を
進
め
て
い
る
。
意

見
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
へ
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
や
移
動
支
援
な

ど
、
投
票
環
境
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
る
。
年
内

を
目
途
に
方
向
性
を
示
し

た
い
。

市
役
所
前
ふ
れ
あ
い
広
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
は

調査

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
数
増

議案

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
結
果

報告

届
出
保
育
施
設
等
第
３
子
以
降
保
育
料
助
成
事
業
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

　
一
般
会
計
の
予
算
に
７

億
６
３
７
４
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
３
７
億
９

４
５
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費
県
補
助
金
３
０
５

０
万
９
千
円
、
基
金
繰
入

金
３
６
２
６
万
６
千
円
の

増
額
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
事
業
及
び
届
出

保
育
施
設
等
第
３
子
以
降

保
育
料
助
成
事
業

問
　
第
１
子
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
年
齢
に
上
限

は
あ
る
か
。

答
　
年
齢
の
上
限
は
設
け

て
い
な
い
。

議案

可
決

問
　
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

答
　
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
、
小
規
模
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
入
所
の
申
込

を
受
け
る
際
に
周
知
す
る
。

基
準
適
合
届
出
保
育
施
設
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
所

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
対

象
施
設
に
周
知
さ
れ
る
。

市
と
し
て
は
漏
れ
が
な
い

よ
う
広
報
等
で
も
周
知
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
保
育
施
設
や
人
材
確

保
等
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
来
年
度
か
ら
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
も

始
ま
る
た
め
、
人
口
減
少

や
少
子
化
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ま
ず
は
保
育
人
材
確

保
に
よ
る
体
制
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

問
　
宿
泊
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
ホ
テ
ル
や
温
泉

施
設
等
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
は
検
討
し
な
い
の

か
。

答
　
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
は
大
規
模
な
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
が
な
い
た
め

難
し
い
と
考
え
る
が
、
温

泉
に
つ
い
て
は
、
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
他
市
町
村

の
状
況
を
参
考
に
、
可
能

な
範
囲
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
日
市
小
学
校
校
舎
増

改
築
事
業

問
　
移
設
・
撤
去
工
事
に

お
け
る
遊
具
及
び
樹
木
の

取
り
扱
い
は
。

答
　
必
要
な
遊
具
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
の
別
の
場
所

へ
移
設
す
る
が
、
樹
木
は

植
え
替
え
が
で
き
な
い
た

め
伐
採
と
な
る
。
伐
採
後

の
、
木
材
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
学
校
に
も
検
討
を

依
頼
し
て
お
り
、
環
境
教

育
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「医療給付費」
の構成割合

4/10
支援金

後期高齢者
支援金（現役世代）

被保険者の
保険料

4/12
公費（国）

1/12
公費（県）

1/12
公費（市）

1/10
保険料

市役所ふれあい広場

増改築後の二日市小学校校舎のイメージ

令和7年7月20日執行
参議院福岡県選出議員選挙　投票結果

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答

問

答 問

答答 問問
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

子どものための
教育・保育給付
事業（保育）

届出保育施設等
第3子以降保育料
助成事業

産後ケア事業

生徒指導総合
推進事業

二日市小学校
校舎増改築事業

４億7892万円

1億813万円

182万円

3087万円

660万円

233万円

7253万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

令和6年度決算剰余金を財政調整
基金へ

令和6年度に寄付されたふるさと
応援寄附金において、当該年度
に積み立てできなかった残額を
創生振興基金へ

第3子以降保育料無償化に伴い、
扶助費を増額

第3子以降保育料無償化に伴い、
届出保育施設等第3子以降保育料
助成事業補助金を新設

利用者の増加に伴い、委託料を
増額

スクールカウンセラーが想定よ
り多く派遣されているため、報
償費を増額

基本設計の結果により、一部工
事を前倒しして行う必要が生じ
たため、単独工事費を増額

総医療費

被保険者数

医療費

１人当たりの医療費

令和4年度

147億9285万7千円

13,226人

111万8千円/人

令和5年度

156億9964万7千円

13,969人

112万3千円/人

令和6年度

160億1244万1千円

14,671人

109万1千円/人

選挙当日
有権者数

87,410人

当日
投票者数

29,002人

期日前
投票者数

24,034人

不在者
投票者数

339人

在外
投票者数

17人

投票者
総数

53,392人

投票率
（%）

61.08%

予算審査常任委員会

認
定

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
主
に
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
度
の
歳
入
総

額
は
、
31
億
６
２
４
２
万

７
千
円
、
歳
出
総
額
は
、

30
億
９
６
７
７
万
４
千
円

で
す
。

　
総
医
療
費
は
「
窓
口

負
担
額
」
と
「
医
療
給

付
費
」
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　
医
療
給
付
費
の
構
成
割

合
は
左
の
通
り
で
す
。

　
現
役
世
代
は
自
分
自
身

の
保
険
料
に
加
え
、
後
期

高
齢
者
の
保
険
料
を
支
援

す
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
被
保
険
者
数
の
推
移
と

総
医
療
費
及
び
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
次
の
表
の

通
り
で
す
。

問
　
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
下
が
っ
て
い
る
が
、

要
因
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
の

幅
広
い
世
代
の
方
で
75
歳

の
方
々
が
、
比
較
的
に
比

重
が
増
え
、
結
果
と
し
て

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

減
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

概
要

概
要

　
ふ
れ
あ
い
広
場
の
運
用

基
準
は
次
の
通
り
で
す
。

①
市
主
催
の
行
事

②
市
議
会
主
催
の
行
事

③
市
民
団
体
主
催
の
行
事

　
な
お
、
準
備
等
を
除
く

車
両
の
乗
入
れ
は
禁
止
で

す
。
ま
た
、
近
隣
住
民
へ

の
不
快
と
な
る
騒
音
・
振

動
を
発
す
る
こ
と
や
営
利

目
的
の
イ
ベ
ン
ト
も
使
用

不
可
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
６
月
の
委

員
会
で
、
ふ
れ
あ
い
広
場

運
用
基
準
が
あ
る
た
め
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
乗
入
れ
は

今
後
の
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
そ
の
後
は
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
使
用

で
き
る
設
備
と
災
害
時
に

有
効
な
設
備
の
両
立
が
理

想
と
考
え
る
が
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
や
遊
具
、
運
動
器

具
の
常
設
を
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

の
車
の
乗
り
入
れ
は
構
造

的
に
は
問
題
な
い
が
、
歩

行
者
と
車
の
導
線
が
重
な

り
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
移
動

す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る

た
め
、
条
件
を
付
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
遊
具

を
常
設
す
る
こ
と
は
、
平

常
時
・
災
害
時
に
お
い
て

も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

特
に
災
害
時
は
、
救
援
物

資
置
場
、
救
援
車
両
停
留

所
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

拠
点
の
想
定
を
し
て
い
る

た
め
、
今
の
と
こ
ろ
は
考

え
て
い
な
い
。

　
令
和
７
年
７
月
20
日
に

執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回

の
参
議
院
議
員
選
挙
の
投

票
率
54
．
９
％
か
ら
約
６

％
上
昇
し
ま
し
た
。
福
岡

県
内
で
は
第
３
位
の
投
票

率
と
な
り
、
「
市
」
の
中

で
最
も
高
い
投
票
率
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
者
数
は
、
下
表
の
通

り
で
す
。

問
　
期
日
前
投
票
と
当
日

投
票
所
で
の
投
票
数
が
ほ

ぼ
同
じ
割
合
だ
が
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
　
こ
の
割
合
は
全
国
的

な
傾
向
で
あ
り
、
今
回
は

投
票
日
が
三
連
休
の
中
日

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前

も
っ
て
投
票
し
よ
う
と
し

た
人
が
増
え
た
も
の
と
分

析
し
て
い
る
。

問
　
期
日
前
投
票
所
増
設

の
検
討
は
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
で

審
議
を
進
め
て
い
る
。
意

見
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
へ
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
や
移
動
支
援
な

ど
、
投
票
環
境
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
る
。
年
内

を
目
途
に
方
向
性
を
示
し

た
い
。

市
役
所
前
ふ
れ
あ
い
広
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
は

調査

令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
数
増

議案

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
結
果

報告

届
出
保
育
施
設
等
第
３
子
以
降
保
育
料
助
成
事
業
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

　
一
般
会
計
の
予
算
に
７

億
６
３
７
４
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
３
７
億
９

４
５
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費
県
補
助
金
３
０
５

０
万
９
千
円
、
基
金
繰
入

金
３
６
２
６
万
６
千
円
の

増
額
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
事
業
及
び
届
出

保
育
施
設
等
第
３
子
以
降

保
育
料
助
成
事
業

問
　
第
１
子
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
年
齢
に
上
限

は
あ
る
か
。

答
　
年
齢
の
上
限
は
設
け

て
い
な
い
。

議案

可
決

問
　
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

答
　
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
、
小
規
模
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
入
所
の
申
込

を
受
け
る
際
に
周
知
す
る
。

基
準
適
合
届
出
保
育
施
設
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
所

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
対

象
施
設
に
周
知
さ
れ
る
。

市
と
し
て
は
漏
れ
が
な
い

よ
う
広
報
等
で
も
周
知
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
保
育
施
設
や
人
材
確

保
等
の
体
制
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
来
年
度
か
ら
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
も

始
ま
る
た
め
、
人
口
減
少

や
少
子
化
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ま
ず
は
保
育
人
材
確

保
に
よ
る
体
制
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

問
　
宿
泊
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
ホ
テ
ル
や
温
泉

施
設
等
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
は
検
討
し
な
い
の

か
。

答
　
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
は
大
規
模
な
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
が
な
い
た
め

難
し
い
と
考
え
る
が
、
温

泉
に
つ
い
て
は
、
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
他
市
町
村

の
状
況
を
参
考
に
、
可
能

な
範
囲
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
日
市
小
学
校
校
舎
増

改
築
事
業

問
　
移
設
・
撤
去
工
事
に

お
け
る
遊
具
及
び
樹
木
の

取
り
扱
い
は
。

答
　
必
要
な
遊
具
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
の
別
の
場
所

へ
移
設
す
る
が
、
樹
木
は

植
え
替
え
が
で
き
な
い
た

め
伐
採
と
な
る
。
伐
採
後

の
、
木
材
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
学
校
に
も
検
討
を

依
頼
し
て
お
り
、
環
境
教

育
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「医療給付費」
の構成割合

4/10
支援金

後期高齢者
支援金（現役世代）

被保険者の
保険料

4/12
公費（国）

1/12
公費（県）

1/12
公費（市）

1/10
保険料

市役所ふれあい広場

増改築後の二日市小学校校舎のイメージ

令和7年7月20日執行
参議院福岡県選出議員選挙　投票結果

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答

問

答 問

答答 問問
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第１号
被保険者
サービス
受給者数
保険
給付費

受給者数及び保険給付費
令和4年度

27,660人

3,906人

63億5334万3千円

28,083人

4,033人

66億6110万3千円

28,317人

4,035人

68億5903万7千円

令和5年度 令和6年度

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
歳
入
総
額
は
77
億
７
４

３
６
万
５
千
円
、
歳
出
総

額
は
76
億
８
４
６
万
７
千

円
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
数
は
、
毎
年
増
加

し
、
令
和
６
年
度
末
は
２

８
，
３
１
７
人
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
う
ち
要
介
護

認
定
者
数
が
４
，
４
４
９

人
で
す
。
要
介
護
認
定
率

は
15
．
７
％
で
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被

保
険
者
を
含
め
る
と
４
，

５
２
１
人
が
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
約
９
割

は
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
、

収
納
率
は
毎
年
向
上
し
、

令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
０
．
21

％
上
昇
し
98
．
87
％
と
高

い
収
納
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
　
保
険
給
付
費
支
払
準

備
基
金
の
残
高
が
平
成
24

年
か
ら
約
３
倍
の
約
６
億

円
に
な
っ
て
い
る
。
令
和

３
年
か
ら
の
４
年
間
、
取

崩
し
が
な
い
中
で
積
立
を

続
け
て
い
る
が
、
こ
の
現

状
は
健
全
な
の
か
。

答
　
基
金
残
額
の
約
６
億

円
は
賛
否
両
論
あ
る
。
総

事
業
費
か
ら
す
る
と
１
割

弱
で
は
あ
る
が
、
何
ら
か

の
事
象
が
起
き
、
給
付
が

急
増
す
る
場
合
、
３
年
間

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

く
方
針
で
あ
る
。
よ
っ
て

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
く

の
か
、
第
10
期
の
計
画
に

反
映
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
水
泳
授
業
を
民
間
プ
ー

ル
事
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
猛
暑
対
策
や
維
持

管
理
等
の
課
題
解
決
が
可

能
と
考
え
て
お
り
、
今
後

の
取
組
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
市
内
全
11
小
学
校
を

対
象
に
、
水
泳
授
業
の
外

部
委
託
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
本
市
に
隣
接
す
る
太
宰

府
市
・
小
郡
市
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
本
市
の
児
童

を
受
入
可
能
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
、
今
後
事
業
者
や

小
学
校
と
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
中
学
校
で
は
水

泳
の
部
活
動
を
実
施
し
た

り
、
教
科
担
任
制
を
と
っ

て
い
る
た
め
、
状
況
を
見

な
が
ら
外
部
委
託
に
最
適

な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
委
託
費
用
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。

答
　
概
算
で
年
間
７
５
０

０
万
円
程
度
に
な
る
。

問
　
民
間
委
託
が
完
了
し

た
後
、
現
在
の
プ
ー
ル
は

ど
う
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
も
見
極

め
な
が
ら
、
今
後
の
利
用

方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
移
動
手
段
を
ど
う
確

保
し
、
経
費
は
大
体
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

答
　
移
動
手
段
は
、
民
間

プ
ー
ル
会
社
が
持
っ
て
い

る
バ
ス
等
を
使
用
し
、
そ

の
経
費
も
含
め
た
委
託
を

検
討
し
て
い
る
。

認
定

　
筑
紫
野
市
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
規
模

校
を
中
心
に
国
の
基
準
で

あ
る
「
１
人
当
た
り
１
．

65
㎡
以
上
の
専
用
区
画
」

を
満
た
せ
て
い
な
い
施
設

が
あ
り
ま
す
。
特
に
二
日

市
小
学
校
や
二
日
市
東
小

学
校
、
筑
紫
小
学
校
で
は
、

在
籍
児
童
数
が
多
く
、
狭

い
環
境
で
の
運
営
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
学
校
の
増
改
築
や
プ
レ

ハ
ブ
増
設
な
ど
で
改
善
を

進
め
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
長
期
休
暇
中
に

は
、
令
和
６
年
度
夏
か
ら

昼
食
提
供
を
導
入
し
ま
し

た
。
外
部
事
業
者
に
委
託

し
、
希
望
者
が
１
食
４
５

０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
夏
休
み
に

は
約
４
，
６
０
０
食
が
利

用
さ
れ
、
現
在
も
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
　
１
．
65
㎡
を
満
た
し

て
い
な
い
ク
ラ
ブ
へ
の
対

応
は
。

答
　
空
き
教
室
の
追
加
や

難
し
い
場
合
は
増
築
で
対

応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

問
　
預
か
り
中
の
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
現
状
は
把
握
し
て
い

な
い
た
め
、
確
認
の
仕
方

等
含
め
検
討
す
る
。

問
　
就
学
援
助
対
象
者
で

昼
食
提
供
を
利
用
す
る
場

合
、
減
免
措
置
は
あ
る
か
。

答
　
現
状
は
全
額
自
己
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

建設環境常任委員会

概
要

6mフリーフォール（船体後方）

1Fインクルーシブエリア（船内）インクルーシブ遊具（芝生広場）

　
水
道
事
業
の
収
支
は
、

２
億
65
万
５
千
円
の
純
利

益
と
な
り
、
前
年
度
に
引

き
続
き
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
収
支
も
、

２
億
８
１
７
３
万
５
千
円

の
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億1995万8千円
19億3822万3千円
  2億8173万5千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価
経費回収率

171.8㎥／円
157.7㎥／円

108.9％

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億6873万6千円
17億6808万1千円
  2億     65万5千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
料金回収率

213.4㎥／円
206.9㎥／円

103.1％

問
　
上
水
道
の
老
朽
管
更

新
は
、
令
和
６
年
度
の
実

績
で
進
ん
で
い
く
と
、
１

０
０
年
以
上
か
か
る
ペ
ー

ス
だ
と
思
う
が
、
管
の
耐

用
年
数
が
40
年
程
度
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
状

の
３
〜
４
倍
ほ
ど
の
ペ
ー

ス
で
更
新
を
進
め
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
の
で
は
。

問
　
現
在
、
第
１
期
・
第

２
期
老
朽
管
更
新
計
画
を

も
と
に
約
１
１
０
㎞
分
の

延
長
を
対
象
と
し
て
更
新

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
管
の
口
径
が
２
０
０

㎜
以
上
の
管
路
や
病
院
、

市
役
所
、
消
防
署
な
ど
重

要
施
設
へ
の
管
路
を
優
先

的
に
行
っ
て
お
り
、
令
和

11
年
度
に
工
事
が
完
了
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
口
径
が
１
５
０

㎜
以
下
の
管
は
、
破
損
時

の
影
響
が
比
較
的
小
さ
い

と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
耐

用
年
数
40
年
の
１
．
５
倍

の
60
年
を
想
定
し
て
、
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

１
．
新
し
い
「
天
拝
の

　
船
」
の
ポ
イ
ン
ト

①
船
の
全
長
は
約
60
ｍ
と

な
り
、
日
本
最
大
級
の
帆

船
遊
具

②
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル
の
垂

直
落
下
高
は
６
ｍ
と
な
り
、

日
本
一
の
落
下
高

③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
設
置
し
、
誰
も
が
楽
し

め
る
遊
具

④
利
用
者(

小
学
生)

ア
ン

ケ
ー
ト
で
希
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
遊
具
、
す
べ

り
台
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

な
ど
を
設
置

令
和
６
年
度

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

議案

小
学
校
水
泳
授
業
の
民
間
委
託

報告

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

調査

上
下
水
道
事
業
は
黒
字

老
朽
管
更
新
は

議案

「
天
拝
の
船
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　
皆
が
楽
し
め
る
日
本
一
の
遊
具
に

報告

⑤
安
全
基
準
に
適
合
す
る

安
全
な
遊
具

２
．
事
業
者
の
選
定

　
総
合
公
園
遊
具
等
更
新

事
業
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
次
の
項
目
を

審
査
し
、
最
優
秀
者
を
決

定
し
ま
し
た
。

①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ヒ
ア
リ
ン
グ

②
小
学
生
審
査

③
価
格
審
査

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
最
大
限
に

反
映
し
た
も
の
と
な
り
、

新
し
い
「
天
拝
の
船
」
は

小
学
生
審
査
で
人
気
の
高

い
遊
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
撤
去
工
事
は
９
月
24
日

か
ら
実
施
し
、
基
礎
工
事
、

設
置
工
事
を
経
て
、
３
月

上
旬
の
完
成
、
３
月
下
旬

の
完
了
検
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
遊
具
の
維
持
補
修
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

答
　
点
検
は
、
施
工
者
か

ら
15
年
間
の
計
画
と
初
め

の
５
年
間
は
無
償
で
点
検

を
行
う
提
案
を
受
け
て
い

る
。

　
補
修
は
、
安
全
性
に
配

慮
し
市
が
責
任
を
持
っ
て

適
切
に
行
う
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
具
に

対
し
て
、
年
齢
制
限
や
身

長
制
限
の
看
板
設
置
は
行

う
の
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
具
に

対
し
て
注
意
事
項
が
記
載

し
て
あ
る
看
板
等
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

可
決

及
び

認
定

答

問

答答 問問答 問

答答 答 問問問

答 問

答 問 答 問
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第１号
被保険者
サービス
受給者数
保険
給付費

受給者数及び保険給付費
令和4年度

27,660人

3,906人

63億5334万3千円

28,083人

4,033人

66億6110万3千円

28,317人

4,035人

68億5903万7千円

令和5年度 令和6年度

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
歳
入
総
額
は
77
億
７
４

３
６
万
５
千
円
、
歳
出
総

額
は
76
億
８
４
６
万
７
千

円
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
数
は
、
毎
年
増
加

し
、
令
和
６
年
度
末
は
２

８
，
３
１
７
人
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
う
ち
要
介
護

認
定
者
数
が
４
，
４
４
９

人
で
す
。
要
介
護
認
定
率

は
15
．
７
％
で
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被

保
険
者
を
含
め
る
と
４
，

５
２
１
人
が
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
約
９
割

は
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
、

収
納
率
は
毎
年
向
上
し
、

令
和
６
年
度
の
収
納
率
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
０
．
21

％
上
昇
し
98
．
87
％
と
高

い
収
納
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
　
保
険
給
付
費
支
払
準

備
基
金
の
残
高
が
平
成
24

年
か
ら
約
３
倍
の
約
６
億

円
に
な
っ
て
い
る
。
令
和

３
年
か
ら
の
４
年
間
、
取

崩
し
が
な
い
中
で
積
立
を

続
け
て
い
る
が
、
こ
の
現

状
は
健
全
な
の
か
。

答
　
基
金
残
額
の
約
６
億

円
は
賛
否
両
論
あ
る
。
総

事
業
費
か
ら
す
る
と
１
割

弱
で
は
あ
る
が
、
何
ら
か

の
事
象
が
起
き
、
給
付
が

急
増
す
る
場
合
、
３
年
間

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

く
方
針
で
あ
る
。
よ
っ
て

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
く

の
か
、
第
10
期
の
計
画
に

反
映
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
水
泳
授
業
を
民
間
プ
ー

ル
事
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
猛
暑
対
策
や
維
持

管
理
等
の
課
題
解
決
が
可

能
と
考
え
て
お
り
、
今
後

の
取
組
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
市
内
全
11
小
学
校
を

対
象
に
、
水
泳
授
業
の
外

部
委
託
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
本
市
に
隣
接
す
る
太
宰

府
市
・
小
郡
市
の
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
本
市
の
児
童

を
受
入
可
能
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
、
今
後
事
業
者
や

小
学
校
と
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
中
学
校
で
は
水

泳
の
部
活
動
を
実
施
し
た

り
、
教
科
担
任
制
を
と
っ

て
い
る
た
め
、
状
況
を
見

な
が
ら
外
部
委
託
に
最
適

な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
委
託
費
用
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。

答
　
概
算
で
年
間
７
５
０

０
万
円
程
度
に
な
る
。

問
　
民
間
委
託
が
完
了
し

た
後
、
現
在
の
プ
ー
ル
は

ど
う
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
も
見
極

め
な
が
ら
、
今
後
の
利
用

方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
移
動
手
段
を
ど
う
確

保
し
、
経
費
は
大
体
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

答
　
移
動
手
段
は
、
民
間

プ
ー
ル
会
社
が
持
っ
て
い

る
バ
ス
等
を
使
用
し
、
そ

の
経
費
も
含
め
た
委
託
を

検
討
し
て
い
る
。

認
定

　
筑
紫
野
市
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
規
模

校
を
中
心
に
国
の
基
準
で

あ
る
「
１
人
当
た
り
１
．

65
㎡
以
上
の
専
用
区
画
」

を
満
た
せ
て
い
な
い
施
設

が
あ
り
ま
す
。
特
に
二
日

市
小
学
校
や
二
日
市
東
小

学
校
、
筑
紫
小
学
校
で
は
、

在
籍
児
童
数
が
多
く
、
狭

い
環
境
で
の
運
営
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
学
校
の
増
改
築
や
プ
レ

ハ
ブ
増
設
な
ど
で
改
善
を

進
め
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
長
期
休
暇
中
に

は
、
令
和
６
年
度
夏
か
ら

昼
食
提
供
を
導
入
し
ま
し

た
。
外
部
事
業
者
に
委
託

し
、
希
望
者
が
１
食
４
５

０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
夏
休
み
に

は
約
４
，
６
０
０
食
が
利

用
さ
れ
、
現
在
も
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
　
１
．
65
㎡
を
満
た
し

て
い
な
い
ク
ラ
ブ
へ
の
対

応
は
。

答
　
空
き
教
室
の
追
加
や

難
し
い
場
合
は
増
築
で
対

応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

問
　
預
か
り
中
の
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
現
状
は
把
握
し
て
い

な
い
た
め
、
確
認
の
仕
方

等
含
め
検
討
す
る
。

問
　
就
学
援
助
対
象
者
で

昼
食
提
供
を
利
用
す
る
場

合
、
減
免
措
置
は
あ
る
か
。

答
　
現
状
は
全
額
自
己
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

建設環境常任委員会

概
要

6mフリーフォール（船体後方）

1Fインクルーシブエリア（船内）インクルーシブ遊具（芝生広場）

　
水
道
事
業
の
収
支
は
、

２
億
65
万
５
千
円
の
純
利

益
と
な
り
、
前
年
度
に
引

き
続
き
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
収
支
も
、

２
億
８
１
７
３
万
５
千
円

の
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

22億1995万8千円
19億3822万3千円
  2億8173万5千円

下水の使用料単価と汚水処理原価
使用料単価
汚水処理原価
経費回収率

171.8㎥／円
157.7㎥／円

108.9％

水道事業の損益（税抜）
収入
支出
純利益

19億6873万6千円
17億6808万1千円
  2億     65万5千円

水道の供給単価と給水原価
供給単価
給水原価
料金回収率

213.4㎥／円
206.9㎥／円

103.1％

問
　
上
水
道
の
老
朽
管
更

新
は
、
令
和
６
年
度
の
実

績
で
進
ん
で
い
く
と
、
１

０
０
年
以
上
か
か
る
ペ
ー

ス
だ
と
思
う
が
、
管
の
耐

用
年
数
が
40
年
程
度
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
状

の
３
〜
４
倍
ほ
ど
の
ペ
ー

ス
で
更
新
を
進
め
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
の
で
は
。

問
　
現
在
、
第
１
期
・
第

２
期
老
朽
管
更
新
計
画
を

も
と
に
約
１
１
０
㎞
分
の

延
長
を
対
象
と
し
て
更
新

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
管
の
口
径
が
２
０
０

㎜
以
上
の
管
路
や
病
院
、

市
役
所
、
消
防
署
な
ど
重

要
施
設
へ
の
管
路
を
優
先

的
に
行
っ
て
お
り
、
令
和

11
年
度
に
工
事
が
完
了
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
口
径
が
１
５
０

㎜
以
下
の
管
は
、
破
損
時

の
影
響
が
比
較
的
小
さ
い

と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
耐

用
年
数
40
年
の
１
．
５
倍

の
60
年
を
想
定
し
て
、
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

１
．
新
し
い
「
天
拝
の

　
船
」
の
ポ
イ
ン
ト

①
船
の
全
長
は
約
60
ｍ
と

な
り
、
日
本
最
大
級
の
帆

船
遊
具

②
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル
の
垂

直
落
下
高
は
６
ｍ
と
な
り
、

日
本
一
の
落
下
高

③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
設
置
し
、
誰
も
が
楽
し

め
る
遊
具

④
利
用
者(

小
学
生)

ア
ン

ケ
ー
ト
で
希
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
遊
具
、
す
べ

り
台
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

な
ど
を
設
置

令
和
６
年
度

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

議案

小
学
校
水
泳
授
業
の
民
間
委
託

報告

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

調査

上
下
水
道
事
業
は
黒
字

老
朽
管
更
新
は

議案

「
天
拝
の
船
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　
皆
が
楽
し
め
る
日
本
一
の
遊
具
に

報告

⑤
安
全
基
準
に
適
合
す
る

安
全
な
遊
具

２
．
事
業
者
の
選
定

　
総
合
公
園
遊
具
等
更
新

事
業
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
次
の
項
目
を

審
査
し
、
最
優
秀
者
を
決

定
し
ま
し
た
。

①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ヒ
ア
リ
ン
グ

②
小
学
生
審
査

③
価
格
審
査

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
最
大
限
に

反
映
し
た
も
の
と
な
り
、

新
し
い
「
天
拝
の
船
」
は

小
学
生
審
査
で
人
気
の
高

い
遊
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
撤
去
工
事
は
９
月
24
日

か
ら
実
施
し
、
基
礎
工
事
、

設
置
工
事
を
経
て
、
３
月

上
旬
の
完
成
、
３
月
下
旬

の
完
了
検
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
遊
具
の
維
持
補
修
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

答
　
点
検
は
、
施
工
者
か

ら
15
年
間
の
計
画
と
初
め

の
５
年
間
は
無
償
で
点
検

を
行
う
提
案
を
受
け
て
い

る
。

　
補
修
は
、
安
全
性
に
配

慮
し
市
が
責
任
を
持
っ
て

適
切
に
行
う
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
具
に

対
し
て
、
年
齢
制
限
や
身

長
制
限
の
看
板
設
置
は
行

う
の
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
具
に

対
し
て
注
意
事
項
が
記
載

し
て
あ
る
看
板
等
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

可
決

及
び

認
定

答

問

答答 問問答 問

答答 答 問問問

答 問

答 問 答 問
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市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

９月定例会の一般質問では、15人の議員が26題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派
写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 西村　和子　議員
　①中学校の部活動改革について
　②全国学力テストから見える教育環境の課題と
　　改善について

■ 古賀　新悟　議員
　①本市が行うべき平和事業について
　②市民の市民プールに対する要求について

■ 八尋　一男　議員
　①防犯カメラ設置推進について

■ 段下　季一郎　議員
　①子どもの権利相談室について
　②子育て支援の充実について
　③中学校の制服について
　④犯罪被害者支援条例について

■ 坂口　勝彦　議員
　①本市の少子化対策に向けた結婚支援の
　　取り組みについて

■ 楢木　孝一　議員
　①地域防災計画について
　②手話施策推進法について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①総合体育館建設の実現について

■ 山本　加奈子　議員
　①予防医療について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①学校図書館の読書環境について

■ 前田　倫宏　議員
　①屋内プール施設
　②小・中学校の空調設備

■ 辻本　美惠子　議員
　①災害時等要援護者の避難訓練について
　②子ども子育て会議について

■ 春口　茜　議員
　①長期休暇中における食のセーフティネット
　　強化について

■ 吉村　陽一　議員
　①小・中学校体育館の空調設備設置について

■ 赤司　祥一　議員
　①市民のシビックプライド・愛着心向上に
　　向けて

■ 田中　允　議員
　①平等寺下村地区の交通混雑の解消について
　②天拝坂地区等からの路線バス廃止による
　　交通対策について
　③学校給食の滞納状況について
　④西の都の日本遺産復活に向けて

P.11

P.11

P.12

P.12

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.15

P.16

P.16

P.16

P.17

P.14

質問内容に、国連の提唱する
持続可能な開発目標(SDGs)が
掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しています。

問
　
県
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
部
活
動
の
「
地

域
移
行
」
か
ら
「
地
域
展

開
」
へ
と
変
更
し
、
方
針

や
計
画
の
変
更
が
示
さ
れ

た
。
で
あ
れ
ば
、
「
地
域

展
開
」
へ
の
変
更
に
伴
う
、

本
市
の
方
針
や
計
画
も
変

更
、
も
し
く
は
修
正
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
国
が
取
り
ま
と
め
る

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
創
造
と
部
活
動
改
革

に
関
す
る
実
行
会
議
」
に

お
い
て
、
理
念
等
を
よ
り

的
確
に
表
す
た
め
、
「
地

域
移
行
」
か
ら
「
地
域
展

開
」
に
名
称
の
変
更
を
し

て
お
り
、
内
容
が
大
き
く

変
わ
っ
た
も
の
と
は
捉
え

て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は

変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

問
　
取
り
ま
と
め
の
内
容

は
「
移
行
」
か
ら
激
変
し
、

ま
ち
づ
く
り
が
謳
わ
れ
て

お
り
、
矛
盾
を
感
じ
る
。

当
事
者
で
あ
る
生
徒
の
希

望
実
現
を
目
指
す
に
は
、

方
針
や
計
画
の
見
直
し
は

今
し
か
な
い
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
方
針
等
は
現
時
点
で

は
変
更
す
る
予
定
は
な
く
、

部
活
動
地
域
展
開
実
行
委

員
会
に
お
い
て
、
部
活
動

地
域
移
行
実
施
方
針
に
基

づ
き
、
本
市
の
実
情
に
応

じ
た
効
率
的
、
か
つ
適
切

な
地
域
展
開
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト

問
　
女
子
の
理
数
系
の
苦

手
意
識
は
、
学
校
教
育
で

は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る

課
題
で
あ
る
と
こ
ろ
に
課

題
の
大
き
さ
と
難
し
さ
が

あ
る
。
市
と
し
て
も
広
く

庁
内
で
課
題
を
共
有
し
、

課
題
と
対
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
第
３
次
ち
く
し
の
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
社
会
制
度
・
慣
行

等
の
見
直
し
に
向
け
た
啓

発
の
推
進
等
、
社
会
に
お

け
る
無
意
識
な
思
い
込
み

を
解
消
す
る
取
組
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
、
苦
手

意
識
の
解
消
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。 

中学校部活動

小学校理科の授業

地
域
展
開
に
伴
う

　
　 方
針
等
の
変
更
は

　  

現
時
点
で
は

　
　
　 変
更
す
る
予
定
は
な
い

問
　
市
民
か
ら
の
市
民
プ

ー
ル
利
用
の
要
求
は
ど
の

よ
う
な
形
で
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提

案
に
お
い
て
は
、
令
和
５

年
度
に
５
件
、
令
和
６
年

度
に
３
件
、
令
和
７
年
度

の
現
時
点
で
３
件
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
策
定
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
体
育
館
に

次
ぎ
、
屋
内
プ
ー
ル
整
備

の
要
望
が
多
か
っ
た
。

問
　
市
民
プ
ー
ル
の
存
在

意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
単
な
る
水
泳
の
た
め

の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
等
の
役
割

を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
が
、
多
額
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
加
え
、
維

持
管
理
費
が
高
額
で
あ
る

な
ど
の
様
々
な
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
他
市
の
市
民
プ
ー
ル

の
市
外
住
民
の
利
用
料
の

割
り
増
し
分
を
補
助
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
他
自
治
体
に
お
い
て

整
備
さ
れ
た
施
設
に
対
し
、

本
市
住
民
の
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
は
、
慎
重
で
あ

る
必
要
が
あ
る
。

戦
争
の
残
痕
と
平
和

の
継
承

問
　
非
核
・
平
和
都
市
宣

言
を
し
た
本
市
の
平
和
へ

の
思
い
と
、
平
和
に
向
け

て
な
す
べ
き
こ
と
は
。

答
　
戦
争
の
惨
禍
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
命
の
尊
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
継
承
し
、

人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
「
８
．８
筑
紫
平
和

シ
ン
ボ
ル
継
承
の
つ
ど

い
」
は
、
本
市
の
事
業

と
す
べ
き
で
は
。

答
　
戦
争
の
記
憶
を
継
承

す
る
た
め
に
地
域
で
始
ま

り
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ

と
を
尊
重
し
、
地
域
で
の

取
組
と
し
て
継
続
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
重
要
な
意
味

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

部
活
動
地
域
展
開西村 和子

（市民会議）

市
民
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル
に

　
　 

　対
す
る
考
え
は

　  

民
間
事
業
者
の
動
向
を

　
　
　 踏
ま
え
総
合
的
に
検
討

古賀 新悟
（－）

問答

答

答

問問

答 

問問

問 問

問

答答

答

答答

答 
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市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

９月定例会の一般質問では、15人の議員が26題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派
写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 西村　和子　議員
　①中学校の部活動改革について
　②全国学力テストから見える教育環境の課題と
　　改善について

■ 古賀　新悟　議員
　①本市が行うべき平和事業について
　②市民の市民プールに対する要求について

■ 八尋　一男　議員
　①防犯カメラ設置推進について

■ 段下　季一郎　議員
　①子どもの権利相談室について
　②子育て支援の充実について
　③中学校の制服について
　④犯罪被害者支援条例について

■ 坂口　勝彦　議員
　①本市の少子化対策に向けた結婚支援の
　　取り組みについて

■ 楢木　孝一　議員
　①地域防災計画について
　②手話施策推進法について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①総合体育館建設の実現について

■ 山本　加奈子　議員
　①予防医療について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①学校図書館の読書環境について

■ 前田　倫宏　議員
　①屋内プール施設
　②小・中学校の空調設備

■ 辻本　美惠子　議員
　①災害時等要援護者の避難訓練について
　②子ども子育て会議について

■ 春口　茜　議員
　①長期休暇中における食のセーフティネット
　　強化について

■ 吉村　陽一　議員
　①小・中学校体育館の空調設備設置について

■ 赤司　祥一　議員
　①市民のシビックプライド・愛着心向上に
　　向けて

■ 田中　允　議員
　①平等寺下村地区の交通混雑の解消について
　②天拝坂地区等からの路線バス廃止による
　　交通対策について
　③学校給食の滞納状況について
　④西の都の日本遺産復活に向けて

P.11

P.11

P.12

P.12

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.15

P.16

P.16

P.16

P.17

P.14

質問内容に、国連の提唱する
持続可能な開発目標(SDGs)が
掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しています。

問
　
県
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
部
活
動
の
「
地

域
移
行
」
か
ら
「
地
域
展

開
」
へ
と
変
更
し
、
方
針

や
計
画
の
変
更
が
示
さ
れ

た
。
で
あ
れ
ば
、
「
地
域

展
開
」
へ
の
変
更
に
伴
う
、

本
市
の
方
針
や
計
画
も
変

更
、
も
し
く
は
修
正
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
国
が
取
り
ま
と
め
る

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
創
造
と
部
活
動
改
革

に
関
す
る
実
行
会
議
」
に

お
い
て
、
理
念
等
を
よ
り

的
確
に
表
す
た
め
、
「
地

域
移
行
」
か
ら
「
地
域
展

開
」
に
名
称
の
変
更
を
し

て
お
り
、
内
容
が
大
き
く

変
わ
っ
た
も
の
と
は
捉
え

て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は

変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

問
　
取
り
ま
と
め
の
内
容

は
「
移
行
」
か
ら
激
変
し
、

ま
ち
づ
く
り
が
謳
わ
れ
て

お
り
、
矛
盾
を
感
じ
る
。

当
事
者
で
あ
る
生
徒
の
希

望
実
現
を
目
指
す
に
は
、

方
針
や
計
画
の
見
直
し
は

今
し
か
な
い
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
方
針
等
は
現
時
点
で

は
変
更
す
る
予
定
は
な
く
、

部
活
動
地
域
展
開
実
行
委

員
会
に
お
い
て
、
部
活
動

地
域
移
行
実
施
方
針
に
基

づ
き
、
本
市
の
実
情
に
応

じ
た
効
率
的
、
か
つ
適
切

な
地
域
展
開
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト

問
　
女
子
の
理
数
系
の
苦

手
意
識
は
、
学
校
教
育
で

は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る

課
題
で
あ
る
と
こ
ろ
に
課

題
の
大
き
さ
と
難
し
さ
が

あ
る
。
市
と
し
て
も
広
く

庁
内
で
課
題
を
共
有
し
、

課
題
と
対
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
第
３
次
ち
く
し
の
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
社
会
制
度
・
慣
行

等
の
見
直
し
に
向
け
た
啓

発
の
推
進
等
、
社
会
に
お

け
る
無
意
識
な
思
い
込
み

を
解
消
す
る
取
組
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
、
苦
手

意
識
の
解
消
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。 

中学校部活動

小学校理科の授業

地
域
展
開
に
伴
う

　
　 方
針
等
の
変
更
は

　  

現
時
点
で
は

　
　
　 変
更
す
る
予
定
は
な
い

問
　
市
民
か
ら
の
市
民
プ

ー
ル
利
用
の
要
求
は
ど
の

よ
う
な
形
で
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提

案
に
お
い
て
は
、
令
和
５

年
度
に
５
件
、
令
和
６
年

度
に
３
件
、
令
和
７
年
度

の
現
時
点
で
３
件
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
策
定
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
体
育
館
に

次
ぎ
、
屋
内
プ
ー
ル
整
備

の
要
望
が
多
か
っ
た
。

問
　
市
民
プ
ー
ル
の
存
在

意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
単
な
る
水
泳
の
た
め

の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
等
の
役
割

を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
が
、
多
額
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
加
え
、
維

持
管
理
費
が
高
額
で
あ
る

な
ど
の
様
々
な
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
他
市
の
市
民
プ
ー
ル

の
市
外
住
民
の
利
用
料
の

割
り
増
し
分
を
補
助
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
他
自
治
体
に
お
い
て

整
備
さ
れ
た
施
設
に
対
し
、

本
市
住
民
の
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
は
、
慎
重
で
あ

る
必
要
が
あ
る
。

戦
争
の
残
痕
と
平
和

の
継
承

問
　
非
核
・
平
和
都
市
宣

言
を
し
た
本
市
の
平
和
へ

の
思
い
と
、
平
和
に
向
け

て
な
す
べ
き
こ
と
は
。

答
　
戦
争
の
惨
禍
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
命
の
尊
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
継
承
し
、

人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
「
８
．８
筑
紫
平
和

シ
ン
ボ
ル
継
承
の
つ
ど

い
」
は
、
本
市
の
事
業

と
す
べ
き
で
は
。

答
　
戦
争
の
記
憶
を
継
承

す
る
た
め
に
地
域
で
始
ま

り
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ

と
を
尊
重
し
、
地
域
で
の

取
組
と
し
て
継
続
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
重
要
な
意
味

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

部
活
動
地
域
展
開西村 和子

（市民会議）

市
民
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル
に

　
　 

　対
す
る
考
え
は

　  

民
間
事
業
者
の
動
向
を

　
　
　 踏
ま
え
総
合
的
に
検
討

古賀 新悟
（－）

問答

答

答

問問

答 

問問

問 問

問

答答

答

答答

答 
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問
　
災
害
の
危
険
か
ら
命

を
守
る
た
め
、
緊
急
的
に

避
難
す
る
場
所
の
確
保
は
、

全
市
民
、
特
に
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
ど
も
、
妊

婦
等
に
と
り
切
実
な
課
題

で
あ
る
。
地
震
や
土
石

流
・
地
す
べ
り
な
ど
種
別

に
応
じ
た
緊
急
避
難
場
所

指
定
等
の
整
備
が
不
十
分

で
は
。

　答
　
全
国
各
地
に
お
い
て

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
重
要
性
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
指
定

の
箇
所
は
あ
る
が
、
今
後

も
災
害
種
別
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
避
難
場
所
の

指
定
な
ど
整
備
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

手
話
施
策
推
進
法

問
　
手
話
に
関
す
る
専
門

人
材
の
養
成
・
確
保
な
ど
、

手
話
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
策
定
・
実
施
す
る

責
務
を
有
す
る
と
な
っ
た
。

本
市
の
課
題
は
。

答
　
手
話
施
策
推
進
法
の

制
定
に
よ
り
、
多
様
な
場

面
で
手
話
通
訳
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
基
礎
的
な
技
能
習
得

が
目
標
の
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
受
講
し
、
修
了
で

き
る
よ
う
、
開
催
方
法
の

検
討
を
進
め
、
人
材
確
保

に
努
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
働
し
、
子
ど
も

を
は
じ
め
幅
広
い
世
代
に

向
け
、
手
話
の
習
得
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
組
を
展

開
し
た
い
。

問
　
９
月
23
日
が
手
話
の

日
と
さ
れ
た
。
趣
旨
に
ふ

さ
わ
し
い
行
事
の
実
施
方

針
は
。

答
　
市
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
「
手
話
の
日
」
を

広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
や
、

市
民
図
書
館
に
お
い
て
、

手
話
や
聴
覚
障
が
い
に
関

す
る
図
書
の
紹
介
及
び
啓

発
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
る
。

　
今
後
も
、
手
話
に
関
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
る

取
組
み
を
進
め
る
。

宗像市子どもの権利相談室
「ハッピークローバー」

家庭用防犯カメラ

問
　
生
涯
学
習
課
の
ヤ
ン

グ
テ
レ
フ
ォ
ン
を
所
管
替

え
し
「
子
ど
も
の
権
利
相

談
室
」
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

答
　
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

は
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
こ
ど
も
や
保
護
者
等
に

対
す
る
相
談
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
現
状
で
は
相
談

件
数
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
所
管
替
え
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
取
組
を

進
め
て
お
り
、
学
校
や
関

係
機
関
団
体
と
連
携
を
図

り
、
子
ど
も
条
例
や
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
子
ど
も
へ
子
ど

も
の
権
利
に
つ
い
て
説
明

す
る
面
談
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
の
「
子
ど

も
・
若
者
」
を
対
象
と
し

た
相
談
体
制
の
在
り
方
は
、

関
係
課
と
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

問
　
陣
痛
タ
ク
シ
ー
は
、

車
内
で
破
水
す
る
心
配
を

せ
ず
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
市
が
吸
水
シ
ー

ト
等
の
備
品
を
タ
ク
シ
ー

会
社
に
提
供
し
、
車
内
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
を
助
成
す
る
仕

組
で
あ
る
。
導
入
す
べ
き

で
は
。

答
　
導
入
は
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
行
う
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
出
産

を
控
え
る
方
々
の
陣
痛
時

の
移
動
手
段
を
把
握
し
な

が
ら
、
陣
痛
タ
ク
シ
ー
へ

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
他
市
の
状
況
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
の
制
定
を

問
　
犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
、
犯
罪
に

よ
る
被
害
で
悩
ん
で
い
る

人
の
た
め
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
各
種
相
談
先

や
関
係
機
関
を
紹
介
す
る

な
ど
取
組
み
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
条
例
制
定
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
近
隣
自
治
体
等
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
の
権
利
相
談
室
」

　
　
　
　
　
　  

設
置
を

　  

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　 取
組
を
進
め
る

子
ど
も
の
権
利段下 季一郎

（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）

災
害
時
の
緊
急
避
難

　
　
　 場
所
の
整
備
を

　  

重
要
性
を
認
識

　  

整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
る

災
害
へ
の
対
応

災
害
へ
の
対
応楢木 孝一

（つくし野）

問
　
徘
徊
に
よ
る
死
亡
者

が
再
発
し
た
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

答
　
ご
家
族
・
ご
親
族
の

皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
そ

の
活
用
に
は
一
定
の
制
限

が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
行

方
不
明
者
の
足
取
り
を
追

う
た
め
の
重
要
な
手
が
か

り
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い

る
。

問
　
市
管
理
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
台
数
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
毎
に

何
台
か
。

答
　
二
日
市
が
18
台
、
二

日
市
東
が
13
台
、
山
口
が

４
台
、
御
笠
が
４
台
、
山

家
が
２
台
、
筑
紫
が
２
台
、

筑
紫
南
が
７
台
の
計
50
台
。

問
　
市
で
予
算
を
確
保
し

し
、
行
政
区
長
等
か
ら
の

設
置
要
望
に
対
し
容
易
に

対
応
で
き
る
制
度
設
計
に

す
べ
き
で
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
行

政
区
か
ら
の
要
望
を
募
っ

た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補

助
を
開
始
し
て
お
り
、
令

和
７
年
度
は
前
年
度
か
ら

10
台
分
増
額
し
20
台
分
予

算
化
し
て
い
る
。
行
政
区

か
ら
の
設
置
相
談
に
つ
い

て
は
適
宜
、
丁
寧
な
対
応

を
し
て
い
く
。

問
　
個
人
宅
設
置
に
対
し

て
も
防
犯
カ
メ
ラ
補
助
金

制
度
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

答
　
現
時
点
に
お
い
て
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
を

　  行
政
区
の
設
置
相
談
は
適
宜
丁
寧
に
対
応
す
る

徘
徊
死
対
策

問
　
未
婚
率
や
婚
姻
件
数

の
推
移
と
少
子
化
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
　
本
市
の
未
婚
率
の
統

計
デ
ー
タ
か
ら
も
男
女
と

も
に
未
婚
化
と
晩
婚
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
、

少
子
化
に
影
響
を
あ
た
え

る
要
因
の
ひ
と
つ
と
分
析

し
て
い
る
。

問
　
他
自
治
体
で
は
、
独

自
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を

導
入
し
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
が
、
本
市
の
現
状
の

取
組
や
課
題
は
。

答
　
市
単
独
で
の
取
組
は

な
い
が
、
福
岡
県
出
会

い
・
結
婚
応
援
事
業
事
務

局
に
よ
る
市
町
村
連
携
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
の
他
、

市
内
事
業
者
等
に
対
す
る

出
会
い
・
結
婚
応
援
団
体

の
登
録
推
奨
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
課
題
は
、

福
岡
県
の
取
組
が
ま
だ
多

く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

問
　
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

結
婚
支
援
重
点
推
進
事
業

を
取
り
組
ん
で
は
。

答
　
市
単
独
で
行
う
に
は

規
模
も
小
さ
い
た
め
、
ま

ず
は
、
現
在
の
取
組
を
継

続
し
な
が
ら
福
岡
県
と
と

も
に
、
結
婚
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
出
会

い
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

交
付
金
を
活
用
し
結
婚
支
援
を

　  

現
在
の
取
組
を
継
続
す
る

結
婚
支
援 坂口 勝彦

（公明党）
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答
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問
　
災
害
の
危
険
か
ら
命

を
守
る
た
め
、
緊
急
的
に

避
難
す
る
場
所
の
確
保
は
、

全
市
民
、
特
に
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
ど
も
、
妊

婦
等
に
と
り
切
実
な
課
題

で
あ
る
。
地
震
や
土
石

流
・
地
す
べ
り
な
ど
種
別

に
応
じ
た
緊
急
避
難
場
所

指
定
等
の
整
備
が
不
十
分

で
は
。

　答
　
全
国
各
地
に
お
い
て

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
、
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
重
要
性
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
指
定

の
箇
所
は
あ
る
が
、
今
後

も
災
害
種
別
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
避
難
場
所
の

指
定
な
ど
整
備
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

手
話
施
策
推
進
法

問
　
手
話
に
関
す
る
専
門

人
材
の
養
成
・
確
保
な
ど
、

手
話
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
策
定
・
実
施
す
る

責
務
を
有
す
る
と
な
っ
た
。

本
市
の
課
題
は
。

答
　
手
話
施
策
推
進
法
の

制
定
に
よ
り
、
多
様
な
場

面
で
手
話
通
訳
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
基
礎
的
な
技
能
習
得

が
目
標
の
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
受
講
し
、
修
了
で

き
る
よ
う
、
開
催
方
法
の

検
討
を
進
め
、
人
材
確
保

に
努
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
働
し
、
子
ど
も

を
は
じ
め
幅
広
い
世
代
に

向
け
、
手
話
の
習
得
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
組
を
展

開
し
た
い
。

問
　
９
月
23
日
が
手
話
の

日
と
さ
れ
た
。
趣
旨
に
ふ

さ
わ
し
い
行
事
の
実
施
方

針
は
。

答
　
市
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
「
手
話
の
日
」
を

広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
や
、

市
民
図
書
館
に
お
い
て
、

手
話
や
聴
覚
障
が
い
に
関

す
る
図
書
の
紹
介
及
び
啓

発
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
る
。

　
今
後
も
、
手
話
に
関
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
る

取
組
み
を
進
め
る
。

宗像市子どもの権利相談室
「ハッピークローバー」

家庭用防犯カメラ

問
　
生
涯
学
習
課
の
ヤ
ン

グ
テ
レ
フ
ォ
ン
を
所
管
替

え
し
「
子
ど
も
の
権
利
相

談
室
」
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

答
　
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

は
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
こ
ど
も
や
保
護
者
等
に

対
す
る
相
談
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
現
状
で
は
相
談

件
数
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
所
管
替
え
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
取
組
を

進
め
て
お
り
、
学
校
や
関

係
機
関
団
体
と
連
携
を
図

り
、
子
ど
も
条
例
や
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
子
ど
も
へ
子
ど

も
の
権
利
に
つ
い
て
説
明

す
る
面
談
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
の
「
子
ど

も
・
若
者
」
を
対
象
と
し

た
相
談
体
制
の
在
り
方
は
、

関
係
課
と
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

問
　
陣
痛
タ
ク
シ
ー
は
、

車
内
で
破
水
す
る
心
配
を

せ
ず
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
市
が
吸
水
シ
ー

ト
等
の
備
品
を
タ
ク
シ
ー

会
社
に
提
供
し
、
車
内
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
を
助
成
す
る
仕

組
で
あ
る
。
導
入
す
べ
き

で
は
。

答
　
導
入
は
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
行
う
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
出
産

を
控
え
る
方
々
の
陣
痛
時

の
移
動
手
段
を
把
握
し
な

が
ら
、
陣
痛
タ
ク
シ
ー
へ

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
他
市
の
状
況
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
の
制
定
を

問
　
犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
、
犯
罪
に

よ
る
被
害
で
悩
ん
で
い
る

人
の
た
め
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
各
種
相
談
先

や
関
係
機
関
を
紹
介
す
る

な
ど
取
組
み
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
条
例
制
定
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
近
隣
自
治
体
等
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
の
権
利
相
談
室
」

　
　
　
　
　
　  

設
置
を

　  

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　 取
組
を
進
め
る

子
ど
も
の
権
利段下 季一郎

（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）

災
害
時
の
緊
急
避
難

　
　
　 場
所
の
整
備
を

　  

重
要
性
を
認
識

　  

整
備
に
向
け
検
討
を
進
め
る

災
害
へ
の
対
応

災
害
へ
の
対
応楢木 孝一

（つくし野）

問
　
徘
徊
に
よ
る
死
亡
者

が
再
発
し
た
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

答
　
ご
家
族
・
ご
親
族
の

皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
そ

の
活
用
に
は
一
定
の
制
限

が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
行

方
不
明
者
の
足
取
り
を
追

う
た
め
の
重
要
な
手
が
か

り
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い

る
。

問
　
市
管
理
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
台
数
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
毎
に

何
台
か
。

答
　
二
日
市
が
18
台
、
二

日
市
東
が
13
台
、
山
口
が

４
台
、
御
笠
が
４
台
、
山

家
が
２
台
、
筑
紫
が
２
台
、

筑
紫
南
が
７
台
の
計
50
台
。

問
　
市
で
予
算
を
確
保
し

し
、
行
政
区
長
等
か
ら
の

設
置
要
望
に
対
し
容
易
に

対
応
で
き
る
制
度
設
計
に

す
べ
き
で
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
行

政
区
か
ら
の
要
望
を
募
っ

た
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補

助
を
開
始
し
て
お
り
、
令

和
７
年
度
は
前
年
度
か
ら

10
台
分
増
額
し
20
台
分
予

算
化
し
て
い
る
。
行
政
区

か
ら
の
設
置
相
談
に
つ
い

て
は
適
宜
、
丁
寧
な
対
応

を
し
て
い
く
。

問
　
個
人
宅
設
置
に
対
し

て
も
防
犯
カ
メ
ラ
補
助
金

制
度
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

答
　
現
時
点
に
お
い
て
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
を

　  行
政
区
の
設
置
相
談
は
適
宜
丁
寧
に
対
応
す
る

徘
徊
死
対
策

問
　
未
婚
率
や
婚
姻
件
数

の
推
移
と
少
子
化
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
　
本
市
の
未
婚
率
の
統

計
デ
ー
タ
か
ら
も
男
女
と

も
に
未
婚
化
と
晩
婚
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
、

少
子
化
に
影
響
を
あ
た
え

る
要
因
の
ひ
と
つ
と
分
析

し
て
い
る
。

問
　
他
自
治
体
で
は
、
独

自
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を

導
入
し
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
が
、
本
市
の
現
状
の

取
組
や
課
題
は
。

答
　
市
単
独
で
の
取
組
は

な
い
が
、
福
岡
県
出
会

い
・
結
婚
応
援
事
業
事
務

局
に
よ
る
市
町
村
連
携
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
の
他
、

市
内
事
業
者
等
に
対
す
る

出
会
い
・
結
婚
応
援
団
体

の
登
録
推
奨
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
課
題
は
、

福
岡
県
の
取
組
が
ま
だ
多

く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

問
　
地
域
少
子
化
対
策
重

点
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

結
婚
支
援
重
点
推
進
事
業

を
取
り
組
ん
で
は
。

答
　
市
単
独
で
行
う
に
は

規
模
も
小
さ
い
た
め
、
ま

ず
は
、
現
在
の
取
組
を
継

続
し
な
が
ら
福
岡
県
と
と

も
に
、
結
婚
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
出
会

い
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

交
付
金
を
活
用
し
結
婚
支
援
を

　  

現
在
の
取
組
を
継
続
す
る

結
婚
支
援 坂口 勝彦

（公明党）
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問
　
体
育
館
・
武
道
場
の

授
業
や
部
活
動
等
で
、
中

止
や
短
縮
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
。
熱
中
症
対
策

は
、
大
型
扇
風
機
等
の
使

用
等
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

抜
本
的
な
改
善
が
見
込
ま

れ
る
の
か
。
武
道
場
も
空

調
整
備
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
抜
本
的
な
改
善
に
つ

な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

武
道
場
も
含
め
た
空
調
整

備
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
空
調
設
備

で
、
筑
紫
地
区
と
比
較
し

た
場
合
の
整
備
状
況
は
。

答
　
大
野
城
市
・
太
宰
府

市
が
令
和
６
・
７
年
度
に

設
置
を
進
め
て
い
る
。
那

珂
川
市
が
８
・
９
年
度
、

春
日
市
は
９
・
１
０
年
度

に
設
置
予
定
で
あ
る
。

問
　
筑
紫
地
区
の
中
で
一

番
遅
い
と
考
え
る
。
い
つ

ま
で
に
市
内
全
て
の
小
中

学
校
の
体
育
館
に
空
調
を

設
置
す
る
の
か
。
子
ど
も

達
の
安
全
面
や
避
難
所
の

役
割
を
果
た
す
機
能
と
し

て
、
早
急
に
空
調
整
備
す

べ
き
で
は
。

市
長
　
補
正
予
算
も
視
野

に
、
前
倒
し
で
取
り
組
む

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
モ
デ
ル
校

の
調
査
後
、
検
討
し
て
お

示
し
す
る
。
各
年
度
２
校

と
い
っ
た
悠
長
な
こ
と
で

は
な
く
、
可
能
な
限
り
早

期
に
小
中
学
校
全
校
へ
の

体
育
館
空
調
の
設
置
が
完

了
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
施
設

問
　
市
内
に
屋
内
プ
ー
ル

施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、

市
民
は
他
自
治
体
の
プ
ー

ル
施
設
を
利
用
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
暫
定
措
置

と
し
て
、
料
金
助
成
制
度

を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
　
料
金
助
成
制
度
は
、

当
該
自
治
体
や
住
民
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
事

な
ど
課
題
も
多
く
、
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
小
学
校
プ
ー
ル
授

業
の
民
間
委
託
の
方
針
を

示
す
こ
と
で
、
民
間
事
業

者
の
参
入
意
欲
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
動
向
を
踏
ま
え
、
民
間

事
業
者
が
有
す
る
専
門
的

な
知
識
な
ど
を
視
野
に
入

れ
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。 

筑紫野中学校体育館

早
急
に
体
育
館
の

　
　
　
　 

空
調
整
備
を

　  

補
正
予
算
も
視
野
に

　
　
　 前
倒
し
し
て
取
り
組
む

問
　
子
ど
も
・
若
者
の
意

見
を
聴
く
こ
と
は
重
要
と

認
識
し
課
題
と
捉
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
手
法
に
つ

い
て
研
究
し
登
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
と
の
事

だ
が
、
い
つ
頃
を
め
ど
と

し
て
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答
　
令
和
８
年
度
中
に
子

ど
も
・
若
者
等
の
新
た
な

委
員
を
登
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
政
策
へ
の
反
映
に

繋
が
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
・
若
者
の
最

善
の
利
益
を
考
え
な
が
ら

政
策
立
案
を
行
う
時
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

市
長
　
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
・
若
者
等
の
当
事
者
の

意
見
反
映
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
高
校
生
と
の
懇
談
会

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を

共
に
作
っ
て
い
く
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
今
後
も
機
会
を
捉

え
な
が
ら
子
ど
も
・
若
者

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で

き
る
よ
う
努
め
、
そ
の
様

子
を
発
信
し
、
さ
ら
な
る

広
が
り
に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

避
難
計
画
に
基
づ
く

避
難
訓
練
の
取
組

問
　
支
援
が
必
要
な
方
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
が

「
避
難
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
」
と
明
確
に
示
す
こ

と
で
、
避
難
計
画
作
成
へ

の
理
解
が
進
む
の
で
は
な

い
か
。
市
と
し
て
避
難
訓

練
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
要
支
援
者
や
地
域
の

支
援
者
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

個
別
避
難
計
画
の
策
定
内

容
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
今
年
度
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
や

自
治
会
で
こ
の
情
報
を
活

用
し
、
避
難
計
画
を
確
認

す
る
避
難
訓
練
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
理
解
し
て

よ
い
の
か
。

答
　
再
度
、
登
録
申
し
出

の
あ
っ
た
要
援
護
者
の
情

報
に
つ
い
て
順
次
地
域
に

提
供
す
る
予
定
で
、
地
域

で
の
訓
練
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

こども家庭庁発行の報告書

問
　
利
便
性
の
良
い
場
所

に
、
総
合
体
育
館
を
中
心

と
し
た
一
体
的
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
を
目
指
す

べ
き
で
は
。

答
　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
て
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
基
本
構
想
」
を
策

定
中
で
あ
り
、
こ
の
構

想
に
お
い
て
今
後
の
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
の
方
針
等
を
定
め
る

こ
と
と
な
る
。
策
定
後

に
候
補
地
の
選
定
と
併
せ

て
、
事
業
費
の
財
政
上
の

検
証
等
を
行
い
な
が
ら
、

必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早

期
実
現
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長
　
第
七
次
総
合
計
画

の
重
点
施
策
と
し
て
「
豊

か
な
心
と
絆
を
育
む
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
」
を
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
る
べ
く
総
合
体
育
館

を
中
心
と
し
た
一
体
的
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
本
構
想
」
策
定
後
に

は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
様
や
議
会
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
最
適
な
候
補
地
の

選
定
や
事
業
規
模
等
を
確

定
し
、
早
期
実
現
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

一
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を

子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
予
定
は

　  

早
期
実
現
に
向
け
検
討
を
進
め
る

問
　
国
は
５
月
、
一
次
予

防
で
も
あ
る
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
「
推
進
５

か
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。

福
岡
県
は
、
全
国
初
の
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
が

市
の
見
解
と
取
組
は
。

答
　
体
と
心
、
性
の
健
康

を
考
え
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

あ
り
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
温
か
い
社

会
づ
く
り
や
機
運
を
醸
成

す
る
重
要
な
取
組
。
国
の

動
向
を
注
視
し
県
の
取
組

に
協
力
し
て
い
く
。
若
者

世
代
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
に

加
え
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

啓
発
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
請
が
で
き
な
い
か
。

答
　
定
期
接
種
で
事
前
申

請
が
必
要
な
も
の
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
が
で

き
る
よ
う
、
手
法
の
検
討

や
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

問
　
昨
年
度
か
ら
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
と
し
て
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
の
有
無
を
調
べ
る

検
査
を
自
治
体
が
行
う
公

的
検
査
と
し
て
、
導
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

本
市
の
導
入
予
定
は
。

答
　
検
査
機
関
の
体
制
整

備
や
検
査
の
精
度
等
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

市
民
に
と
っ
て
有
益
な
検

査
と
な
る
よ
う
国
県
の
体

制
整
備
の
動
向
を
注
視
し
、

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

　  国
県
の
体
制
整
備
の
動
向
を
注
視
し
調
査
研
究

問
　
こ
ど
も
の
読
書
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
に
向
け
て
、
読
書

活
動
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
　
学
校
図
書
館
の
蔵
書

に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
満
足
度
は
。

答
　
新
た
に
購
入
す
る
図

書
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
生
徒
か
ら
「
読
み
た

い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
」
を

と
り
選
定
時
の
参
考
に
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

図
書
館
の
蔵
書
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

工
夫
に
努
め
て
い
る
。

問
　
廃
棄
図
書
の
選
書
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

答
　
各
学
校
に
配
置
し
て

い
る
図
書
司
書
を
中
心
に

学
校
で
行
っ
て
い
る
が
、

学
校
図
書
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
各
学
校
へ
の
巡
回

に
よ
り
実
施
方
法
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
廃
棄
図
書
選

書
の
統
一
化
と
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
近
年
の
物
価
高
騰
の

こ
と
を
考
え
る
と
更
な
る

学
校
図
書
購
入
措
置
交
付

金
の
活
用
が
必
要
で
は
。

答
　
今
後
も
学
校
図
書
館

図
書
標
準
達
成
に
向
け
、

予
算
の
確
保
を
図
っ
て
い

く
。

図
書
標
準
へ
の
取
組
は

　  

今
後
も
予
算
の
確
保
を
行
っ
て
い
く

予
防
医
療

予
防
医
療山本 加奈子

（公明党）

総
合
体
育
館

佐々木 忠孝
（－）

学
校
図
書
の
環
境

宮﨑 吉弘
（公明党）

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　 

会
議
の
増
員
を

　  

必
要
に
応
じ
て
増
員
も

　
　
　
　
　
　 検
討
し
て
い
く

当
事
者
の
参
加

当
事
者
の
参
加辻本 美惠子

（市民会議）

学
校
の
空
調
整
備

学
校
の
空
調
整
備前田 倫宏

（つくし野）
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問
　
体
育
館
・
武
道
場
の

授
業
や
部
活
動
等
で
、
中

止
や
短
縮
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
。
熱
中
症
対
策

は
、
大
型
扇
風
機
等
の
使

用
等
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

抜
本
的
な
改
善
が
見
込
ま

れ
る
の
か
。
武
道
場
も
空

調
整
備
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
抜
本
的
な
改
善
に
つ

な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

武
道
場
も
含
め
た
空
調
整

備
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問
　
体
育
館
の
空
調
設
備

で
、
筑
紫
地
区
と
比
較
し

た
場
合
の
整
備
状
況
は
。

答
　
大
野
城
市
・
太
宰
府

市
が
令
和
６
・
７
年
度
に

設
置
を
進
め
て
い
る
。
那

珂
川
市
が
８
・
９
年
度
、

春
日
市
は
９
・
１
０
年
度

に
設
置
予
定
で
あ
る
。

問
　
筑
紫
地
区
の
中
で
一

番
遅
い
と
考
え
る
。
い
つ

ま
で
に
市
内
全
て
の
小
中

学
校
の
体
育
館
に
空
調
を

設
置
す
る
の
か
。
子
ど
も

達
の
安
全
面
や
避
難
所
の

役
割
を
果
た
す
機
能
と
し

て
、
早
急
に
空
調
整
備
す

べ
き
で
は
。

市
長
　
補
正
予
算
も
視
野

に
、
前
倒
し
で
取
り
組
む

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
モ
デ
ル
校

の
調
査
後
、
検
討
し
て
お

示
し
す
る
。
各
年
度
２
校

と
い
っ
た
悠
長
な
こ
と
で

は
な
く
、
可
能
な
限
り
早

期
に
小
中
学
校
全
校
へ
の

体
育
館
空
調
の
設
置
が
完

了
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
施
設

問
　
市
内
に
屋
内
プ
ー
ル

施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、

市
民
は
他
自
治
体
の
プ
ー

ル
施
設
を
利
用
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
暫
定
措
置

と
し
て
、
料
金
助
成
制
度

を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
　
料
金
助
成
制
度
は
、

当
該
自
治
体
や
住
民
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
事

な
ど
課
題
も
多
く
、
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
小
学
校
プ
ー
ル
授

業
の
民
間
委
託
の
方
針
を

示
す
こ
と
で
、
民
間
事
業

者
の
参
入
意
欲
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
動
向
を
踏
ま
え
、
民
間

事
業
者
が
有
す
る
専
門
的

な
知
識
な
ど
を
視
野
に
入

れ
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。 

筑紫野中学校体育館

早
急
に
体
育
館
の

　
　
　
　 

空
調
整
備
を

　  

補
正
予
算
も
視
野
に

　
　
　 前
倒
し
し
て
取
り
組
む

問
　
子
ど
も
・
若
者
の
意

見
を
聴
く
こ
と
は
重
要
と

認
識
し
課
題
と
捉
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
手
法
に
つ

い
て
研
究
し
登
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
と
の
事

だ
が
、
い
つ
頃
を
め
ど
と

し
て
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答
　
令
和
８
年
度
中
に
子

ど
も
・
若
者
等
の
新
た
な

委
員
を
登
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
政
策
へ
の
反
映
に

繋
が
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
・
若
者
の
最

善
の
利
益
を
考
え
な
が
ら

政
策
立
案
を
行
う
時
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

市
長
　
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
・
若
者
等
の
当
事
者
の

意
見
反
映
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
高
校
生
と
の
懇
談
会

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を

共
に
作
っ
て
い
く
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。
今
後
も
機
会
を
捉

え
な
が
ら
子
ど
も
・
若
者

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で

き
る
よ
う
努
め
、
そ
の
様

子
を
発
信
し
、
さ
ら
な
る

広
が
り
に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

避
難
計
画
に
基
づ
く

避
難
訓
練
の
取
組

問
　
支
援
が
必
要
な
方
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
が

「
避
難
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
」
と
明
確
に
示
す
こ

と
で
、
避
難
計
画
作
成
へ

の
理
解
が
進
む
の
で
は
な

い
か
。
市
と
し
て
避
難
訓

練
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
要
支
援
者
や
地
域
の

支
援
者
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

個
別
避
難
計
画
の
策
定
内

容
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
今
年
度
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
や

自
治
会
で
こ
の
情
報
を
活

用
し
、
避
難
計
画
を
確
認

す
る
避
難
訓
練
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
理
解
し
て

よ
い
の
か
。

答
　
再
度
、
登
録
申
し
出

の
あ
っ
た
要
援
護
者
の
情

報
に
つ
い
て
順
次
地
域
に

提
供
す
る
予
定
で
、
地
域

で
の
訓
練
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

こども家庭庁発行の報告書

問
　
利
便
性
の
良
い
場
所

に
、
総
合
体
育
館
を
中
心

と
し
た
一
体
的
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
を
目
指
す

べ
き
で
は
。

答
　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
て
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
基
本
構
想
」
を
策

定
中
で
あ
り
、
こ
の
構

想
に
お
い
て
今
後
の
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
の
方
針
等
を
定
め
る

こ
と
と
な
る
。
策
定
後

に
候
補
地
の
選
定
と
併
せ

て
、
事
業
費
の
財
政
上
の

検
証
等
を
行
い
な
が
ら
、

必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早

期
実
現
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長
　
第
七
次
総
合
計
画

の
重
点
施
策
と
し
て
「
豊

か
な
心
と
絆
を
育
む
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
」
を
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
る
べ
く
総
合
体
育
館

を
中
心
と
し
た
一
体
的
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
本
構
想
」
策
定
後
に

は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
様
や
議
会
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
最
適
な
候
補
地
の

選
定
や
事
業
規
模
等
を
確

定
し
、
早
期
実
現
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

一
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を

子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
予
定
は

　  

早
期
実
現
に
向
け
検
討
を
進
め
る

問
　
国
は
５
月
、
一
次
予

防
で
も
あ
る
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
「
推
進
５

か
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。

福
岡
県
は
、
全
国
初
の
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
が

市
の
見
解
と
取
組
は
。

答
　
体
と
心
、
性
の
健
康

を
考
え
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

あ
り
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
温
か
い
社

会
づ
く
り
や
機
運
を
醸
成

す
る
重
要
な
取
組
。
国
の

動
向
を
注
視
し
県
の
取
組

に
協
力
し
て
い
く
。
若
者

世
代
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
に

加
え
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

啓
発
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
請
が
で
き
な
い
か
。

答
　
定
期
接
種
で
事
前
申

請
が
必
要
な
も
の
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
が
で

き
る
よ
う
、
手
法
の
検
討

や
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

問
　
昨
年
度
か
ら
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
と
し
て
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
の
有
無
を
調
べ
る

検
査
を
自
治
体
が
行
う
公

的
検
査
と
し
て
、
導
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

本
市
の
導
入
予
定
は
。

答
　
検
査
機
関
の
体
制
整

備
や
検
査
の
精
度
等
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

市
民
に
と
っ
て
有
益
な
検

査
と
な
る
よ
う
国
県
の
体

制
整
備
の
動
向
を
注
視
し
、

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

　  国
県
の
体
制
整
備
の
動
向
を
注
視
し
調
査
研
究

問
　
こ
ど
も
の
読
書
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
に
向
け
て
、
読
書

活
動
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
　
学
校
図
書
館
の
蔵
書

に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
満
足
度
は
。

答
　
新
た
に
購
入
す
る
図

書
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
生
徒
か
ら
「
読
み
た

い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
」
を

と
り
選
定
時
の
参
考
に
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

図
書
館
の
蔵
書
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

工
夫
に
努
め
て
い
る
。

問
　
廃
棄
図
書
の
選
書
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

答
　
各
学
校
に
配
置
し
て

い
る
図
書
司
書
を
中
心
に

学
校
で
行
っ
て
い
る
が
、

学
校
図
書
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
各
学
校
へ
の
巡
回

に
よ
り
実
施
方
法
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
廃
棄
図
書
選

書
の
統
一
化
と
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
近
年
の
物
価
高
騰
の

こ
と
を
考
え
る
と
更
な
る

学
校
図
書
購
入
措
置
交
付

金
の
活
用
が
必
要
で
は
。

答
　
今
後
も
学
校
図
書
館

図
書
標
準
達
成
に
向
け
、

予
算
の
確
保
を
図
っ
て
い

く
。

図
書
標
準
へ
の
取
組
は

　  

今
後
も
予
算
の
確
保
を
行
っ
て
い
く

予
防
医
療

予
防
医
療山本 加奈子

（公明党）

総
合
体
育
館

佐々木 忠孝
（－）

学
校
図
書
の
環
境

宮﨑 吉弘
（公明党）

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　 

会
議
の
増
員
を

　  

必
要
に
応
じ
て
増
員
も

　
　
　
　
　
　 検
討
し
て
い
く

当
事
者
の
参
加

当
事
者
の
参
加辻本 美惠子

（市民会議）

学
校
の
空
調
整
備

学
校
の
空
調
整
備前田 倫宏

（つくし野）
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問
　
令
和
６
年
度
の
学
校

給
食
費
の
滞
納
状
況
や
主

な
滞
納
理
由
は
。

答
　
学
校
給
食
費
の
滞
納

件
数
は
小
学
校
・
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
27
件
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
滞
納
理
由
は
、

経
済
的
な
も
の
や
給
食
費

の
支
払
い
に
対
す
る
意
識

の
低
さ
な
ど
が
あ
る
。

問
　
市
長
の
学
校
給
食
費

無
償
化
の
見
解
は
。

市
長
　
国
が
小
学
校
の
無

償
化
を
令
和
８
年
度
か
ら

実
施
予
定
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体

的
な
制
度
設
計
等
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
情
報
収

集
に
努
め
し
か
る
べ
き
対

応
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

県
道
の
道
路
拡
幅
は

問
　
県
道
６
０
１
号
の
道

路
拡
幅
は
、
以
前
か
ら
要

望
が
上
が
っ
て
い
た
も
の

の
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
県

と
の
協
議
や
要
望
は
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
地
元
か
ら
の
道
路
拡

幅
の
要
望
も
あ
り
那
珂
県

土
整
備
事
務
所
へ
対
策
の

検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
地
元
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
県
の
事

業
化
を
促
進
す
る
た
め
に

協
力
し
、
離
合
困
難
箇
所

の
解
消
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
の
対
策
は

問
　
高
齢
化
が
進
む
天
拝

坂
地
区
や
杉
塚
の
交
通
対

策
の
現
状
と
今
後
の
計
画

の
見
解
は
。

答
　
西
鉄
バ
ス
南
ヶ
丘
線

及
び
カ
ミ
ー
リ
ヤ
巡
回
福

祉
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
南
ヶ
丘

線
は
、
昨
年
、
運
転
手
不

足
を
理
由
に
路
線
廃
止
の

申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
交

通
手
段
を
守
る
た
め
太
宰

府
市
と
と
も
に
赤
字
補
填

を
行
い
令
和
７
年
４
月
以

降
も
運
行
を
継
続
で
き
て

い
る
。
現
在
、
山
家
、
筑

紫
、
筑
紫
南
地
域
で
代
替

交
通
手
段
で
あ
る
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
お
り
、
取

組
が
具
現
化
し
た
後
、
二

日
市
地
域
で
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い

く
。

問
　
給
食
が
止
ま
る
長
期

休
暇
中
に
栄
養
と
見
守
り

の
空
白
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
児
童
福
祉
法

や
筑
紫
野
市
子
ど
も
条
例

の
理
念
に
照
ら
し
て
、
子

ど
も
の
権
利
の
保
障
や
検

証
に
つ
い
て
ど
う
示
す
の

か
。

答
　
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
当
然
守
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

た
め
、
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
・
助
言
等
で
、

権
利
の
保
障
を
行
っ
て
い

く
。

問
　
他
自
治
体
の
先
進
事

例
を
調
査
・
参
考
に
し
、

子
ど
も
の
食
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
制
度
と
し

て
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
　
総
体
的
な
支
援
と
な

る
「
子
ど
も
の
食
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
の
先
進

事
例
を
調
査
研
究
す
る
。  

一
方
で
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
等
の
関
わ
り
が
な

く
、
食
の
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
達
が
い
る
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
た
め

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

わ
る
関
係
課
と
連
携
を
図

り
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
社
会
福
祉
士
等
の
資

格
を
有
す
る
相
談
員
が
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
支
援
の
場
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

制
度
と
し
て
検
討
す
る
考
え
は

小
・
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

　  

子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
え
る
よ
う
努
め
る

問
　
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
や
教
育
課
題
を
踏
ま
え

早
急
に
体
育
館
に
空
調
設

備
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
緊
急
に
進
め
る
べ
き

重
要
な
課
題
と
し
て
可
能

な
限
り
前
倒
し
で
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
実
際
に
夏
の
体
育
館

に
行
き
状
況
を
体
感
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
率
直
な

感
想
を
伺
う
。

答
　
今
夏
の
体
育
館
は
窓

を
開
け
て
も
な
お
蒸
し
暑

く
、
大
人
で
も
長
時
間
の

運
動
は
困
難
で
あ
る
と
感

じ
た
。
空
調
設
備
の
早
期

整
備
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
。

問
　
過
大
規
模
校
や
工
事

に
よ
り
運
動
場
が
使
え
な

い
よ
う
な
教
育
課
題
を
抱

え
る
学
校
か
ら
設
置
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
各
学
校
の
状
況
を
し

っ
か
り
と
踏
ま
え
た
う
え

で
、
避
難
所
と
し
て
の
地

域
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な

が
ら
、
全
市
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　  重
要
な
課
題
、可
能
な
限
り
前
倒
し
で
進
め
る

問
　
ち
く
し
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
５
曲
の
市
の
歌
を
、

小
中
学
校
で
教
え
た
り
、

運
動
会
で
踊
っ
た
り
な
ど

導
入
で
き
な
い
か
。

答
　
今
年
度
、
市
内
小
中

学
校
に
ち
く
し
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
Ｃ
Ｄ
と
つ
く
し
の

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
ダ
ン

ス
指
導
動
画
付
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

配
布
し
、
運
動
会
で
の
ダ

ン
ス
、
掃
除
や
昼
休
み
時

間
に
流
す
等
、
様
々
な
場

面
で
の
活
用
を
校
長
会
で

依
頼
し
た
。
ま
た
、
つ
く

し
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
吹

奏
楽
版
楽
譜
が
完
成
し
た

の
で
、
市
内
４
高
校
に
も

提
供
を
行
い
、
授
業
や
部

活
で
の
活
用
等
よ
り
積
極

的
な
活
用
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

問
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口

の
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
に
あ

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
へ
の
時

計
設
置
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
と
共

同
で
改
良
で
き
な
い
か
。

答
　
新
つ
く
し
ち
ゃ
ん
へ

の
更
新
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
在
り
方
を
含
め
、
関

係
団
体
な
ど
の
意
見
も
伺

っ
た
う
え
で
検
討
し
て
い

く
。

問
　
天
拝
山
駅
の
外
観
を

紫
色
等
に
塗
り
替
え
る
な

ど
、
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も

の
に
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
で
き
な
い
か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
が
将
来
的
に
改

修
を
行
う
場
合
に
は
、
市

の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
な
る
よ
う
要
請

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
歌
の
小
中
学
校
導
入
は

　  よ
り
積
極
的
な
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

春口 茜
（市民会議）

夏
休
み
の
食
事

田中 允

学
校
給
食
費 （－）

無
償
化
へ
の
考
え
は

　  

情
報
収
集
に
努
め

　  

然
る
べ
き
対
応
を
検
討
す
る

体
育
館
エ
ア
コ
ン

吉村 陽一
（市民会議）

赤司 祥一

市
の
歌
と
駅
整
備

（つくし野） 
原
　
口

佐
々
木

古
　
賀

田
　
中

山
　
本

宮
　
﨑

坂
　
口

春
　
口

吉
　
村

段
　
下

白
　
石

西
　
村

辻
　
本

上
　
村

赤
司
祥

楢
　
木

前
　
田

　
城

八
　
尋

髙
　
原

赤
司
泰

横
　
尾

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可
決

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和７年第５回９月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

認定第１号
令和６年度筑紫野市一般会計
歳入歳出決算の認定について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

９月定例会 審議結果（8月29日～9月26日）

条　　例・・・・・・・・・

補正予算・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

３件

５件

（原案可決）

（原案可決）

報　　告・・・・・・・・・３件

・工事請負契約の締結について　

そ の 他 １件（原案可決）

・・・・・・・・・

・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員　白石　誠 氏

人事案件 １件（同意）

決　　算・・・・・・・

専決処分・・・・・・・・・

１２件

１件

（認定）

（承認）

（採択）請　　願・・・・・・・・・１件
・朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める請願について

・・・・・・・・・

・朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める意見書

発　　議 １件（原案可決）

問

問

答

答

問問問問 答答

答

答 答 

問問 答答

問答

答 

問

問 問

答

答 答

答 

答 

市
長

17 16議会だより筑紫野 令和７年1 1月１日 210号　議会だより筑紫野



問
　
令
和
６
年
度
の
学
校

給
食
費
の
滞
納
状
況
や
主

な
滞
納
理
由
は
。

答
　
学
校
給
食
費
の
滞
納

件
数
は
小
学
校
・
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
27
件
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
滞
納
理
由
は
、

経
済
的
な
も
の
や
給
食
費

の
支
払
い
に
対
す
る
意
識

の
低
さ
な
ど
が
あ
る
。

問
　
市
長
の
学
校
給
食
費

無
償
化
の
見
解
は
。

市
長
　
国
が
小
学
校
の
無

償
化
を
令
和
８
年
度
か
ら

実
施
予
定
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体

的
な
制
度
設
計
等
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
情
報
収

集
に
努
め
し
か
る
べ
き
対

応
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

県
道
の
道
路
拡
幅
は

問
　
県
道
６
０
１
号
の
道

路
拡
幅
は
、
以
前
か
ら
要

望
が
上
が
っ
て
い
た
も
の

の
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
県

と
の
協
議
や
要
望
は
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
地
元
か
ら
の
道
路
拡

幅
の
要
望
も
あ
り
那
珂
県

土
整
備
事
務
所
へ
対
策
の

検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
地
元
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
県
の
事

業
化
を
促
進
す
る
た
め
に

協
力
し
、
離
合
困
難
箇
所

の
解
消
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
の
対
策
は

問
　
高
齢
化
が
進
む
天
拝

坂
地
区
や
杉
塚
の
交
通
対

策
の
現
状
と
今
後
の
計
画

の
見
解
は
。

答
　
西
鉄
バ
ス
南
ヶ
丘
線

及
び
カ
ミ
ー
リ
ヤ
巡
回
福

祉
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
南
ヶ
丘

線
は
、
昨
年
、
運
転
手
不

足
を
理
由
に
路
線
廃
止
の

申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
交

通
手
段
を
守
る
た
め
太
宰

府
市
と
と
も
に
赤
字
補
填

を
行
い
令
和
７
年
４
月
以

降
も
運
行
を
継
続
で
き
て

い
る
。
現
在
、
山
家
、
筑

紫
、
筑
紫
南
地
域
で
代
替

交
通
手
段
で
あ
る
デ
マ
ン

ド
交
通
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
お
り
、
取

組
が
具
現
化
し
た
後
、
二

日
市
地
域
で
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い

く
。

問
　
給
食
が
止
ま
る
長
期

休
暇
中
に
栄
養
と
見
守
り

の
空
白
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
児
童
福
祉
法

や
筑
紫
野
市
子
ど
も
条
例

の
理
念
に
照
ら
し
て
、
子

ど
も
の
権
利
の
保
障
や
検

証
に
つ
い
て
ど
う
示
す
の

か
。

答
　
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
当
然
守
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

た
め
、
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
・
助
言
等
で
、

権
利
の
保
障
を
行
っ
て
い

く
。

問
　
他
自
治
体
の
先
進
事

例
を
調
査
・
参
考
に
し
、

子
ど
も
の
食
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
制
度
と
し

て
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

答
　
総
体
的
な
支
援
と
な

る
「
子
ど
も
の
食
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
の
先
進

事
例
を
調
査
研
究
す
る
。  

一
方
で
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
等
の
関
わ
り
が
な

く
、
食
の
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
達
が
い
る
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
た
め

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

わ
る
関
係
課
と
連
携
を
図

り
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
社
会
福
祉
士
等
の
資

格
を
有
す
る
相
談
員
が
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域

の
支
援
の
場
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

制
度
と
し
て
検
討
す
る
考
え
は

小
・
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

　  

子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
え
る
よ
う
努
め
る

問
　
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
や
教
育
課
題
を
踏
ま
え

早
急
に
体
育
館
に
空
調
設

備
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
緊
急
に
進
め
る
べ
き

重
要
な
課
題
と
し
て
可
能

な
限
り
前
倒
し
で
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
実
際
に
夏
の
体
育
館

に
行
き
状
況
を
体
感
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
率
直
な

感
想
を
伺
う
。

答
　
今
夏
の
体
育
館
は
窓

を
開
け
て
も
な
お
蒸
し
暑

く
、
大
人
で
も
長
時
間
の

運
動
は
困
難
で
あ
る
と
感

じ
た
。
空
調
設
備
の
早
期

整
備
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
。

問
　
過
大
規
模
校
や
工
事

に
よ
り
運
動
場
が
使
え
な

い
よ
う
な
教
育
課
題
を
抱

え
る
学
校
か
ら
設
置
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
各
学
校
の
状
況
を
し

っ
か
り
と
踏
ま
え
た
う
え

で
、
避
難
所
と
し
て
の
地

域
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な

が
ら
、
全
市
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　  重
要
な
課
題
、可
能
な
限
り
前
倒
し
で
進
め
る

問
　
ち
く
し
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
５
曲
の
市
の
歌
を
、

小
中
学
校
で
教
え
た
り
、

運
動
会
で
踊
っ
た
り
な
ど

導
入
で
き
な
い
か
。

答
　
今
年
度
、
市
内
小
中

学
校
に
ち
く
し
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
Ｃ
Ｄ
と
つ
く
し
の

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
ダ
ン

ス
指
導
動
画
付
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

配
布
し
、
運
動
会
で
の
ダ

ン
ス
、
掃
除
や
昼
休
み
時

間
に
流
す
等
、
様
々
な
場

面
で
の
活
用
を
校
長
会
で

依
頼
し
た
。
ま
た
、
つ
く

し
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
吹

奏
楽
版
楽
譜
が
完
成
し
た

の
で
、
市
内
４
高
校
に
も

提
供
を
行
い
、
授
業
や
部

活
で
の
活
用
等
よ
り
積
極

的
な
活
用
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

問
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口

の
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
に
あ

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
へ
の
時

計
設
置
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
と
共

同
で
改
良
で
き
な
い
か
。

答
　
新
つ
く
し
ち
ゃ
ん
へ

の
更
新
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
在
り
方
を
含
め
、
関

係
団
体
な
ど
の
意
見
も
伺

っ
た
う
え
で
検
討
し
て
い

く
。

問
　
天
拝
山
駅
の
外
観
を

紫
色
等
に
塗
り
替
え
る
な

ど
、
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も

の
に
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
で
き
な
い
か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
が
将
来
的
に
改

修
を
行
う
場
合
に
は
、
市

の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
な
る
よ
う
要
請

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
歌
の
小
中
学
校
導
入
は

　  よ
り
積
極
的
な
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

春口 茜
（市民会議）

夏
休
み
の
食
事

田中 允

学
校
給
食
費 （－）

無
償
化
へ
の
考
え
は

　  

情
報
収
集
に
努
め

　  

然
る
べ
き
対
応
を
検
討
す
る

体
育
館
エ
ア
コ
ン

吉村 陽一
（市民会議）

赤司 祥一

市
の
歌
と
駅
整
備

（つくし野） 
原
　
口

佐
々
木

古
　
賀

田
　
中

山
　
本

宮
　
﨑

坂
　
口

春
　
口

吉
　
村

段
　
下

白
　
石

西
　
村

辻
　
本

上
　
村

赤
司
祥

楢
　
木

前
　
田

　
城

八
　
尋

髙
　
原

赤
司
泰

横
　
尾

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可
決

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

令和７年第５回９月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

認定第１号
令和６年度筑紫野市一般会計
歳入歳出決算の認定について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

９月定例会 審議結果（8月29日～9月26日）

条　　例・・・・・・・・・

補正予算・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

３件

５件

（原案可決）

（原案可決）

報　　告・・・・・・・・・３件

・工事請負契約の締結について　

そ の 他 １件（原案可決）

・・・・・・・・・

・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員　白石　誠 氏

人事案件 １件（同意）

決　　算・・・・・・・

専決処分・・・・・・・・・

１２件

１件

（認定）

（承認）

（採択）請　　願・・・・・・・・・１件
・朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める請願について

・・・・・・・・・

・朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める意見書

発　　議 １件（原案可決）
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　これまで「議会報告会・意見交換会」は、テーマ別、団体別など開催方法を変えた
こともありましたが、基本は７つのコミュニティ地域での開催が中心でした。議会か
らの報告の後、質疑、そして意見交換…という内容でしたが、事後のアンケートでは
参加者からの発言時間が短いことへのご意見が多数ありました。
　今回は、これまでの反省から、参加いただいた方からのご意見、意見交換の時間を
多くとることにいたします。そして、大きな会場に各地域からの参加者が一堂に会す
ることで、筑紫野市のこれからについて、未来志向の意見交換ができるような場をつ
くりたいと思っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑紫野市議会・議員一同

市
議
会
関
係
日
程
の

お
知
ら
せ本会議本会議

本会議

本会議 本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 
予算審査
常任委員会 

※変更する場合があります。
・本会議は原則として午前１０時に開会します。

・１２月定例会の請願及び陳情の受付は１１月２6日（水曜日）正午までです。

令和７年１２月定例会
日 月 火 水 木 金 土

11/30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

意見交換のプログラム

令和７年11月８日（土）
14：00～（２時間程度）

生涯学習センター 2階
　　　　　さんあいホール

13：30
14：00
14：05

14：50
15：00

15：45
16：00

受付開始
開会あいさつ
第１部
事前にご意見をいただいた方の発言の時間
休憩
第２部
受付でチェックしていただいた
テーマ別発言の時間
まとめ
終了

筑 紫 野 市 議 会

意見交換会

次のページも
見てね！

どんなことでもお気軽にお話し下さい。

市議会議員と市民の皆さんで
意見交換を行います。
QRコードからご意見を
お送りください。
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今回の表紙題字は、福岡県立武蔵台高等学校書道部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。
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福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社
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092-923-1111　
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■次回第211号は令和８年２月１日発行予定です。
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意見書を県及び市へ提出
朝倉街道駅周辺の交通安全対策の実施を求める意見書

議会のタイムリーな情報を
ＳＮＳで発信しています。

赤司　祥一
委 員 長

春口　茜
副委員長

委　　員
山本加奈子・楢木　孝一・佐々木忠孝・吉村　陽一

　この題字は篆書という書体で書いています。これを
書くにあたって私は、見た人に書道の魅力が少しでも
伝わり興味を持ってくれたら良いなと思いました。この
ような貴重な機会をいただき、ありがとうございました。

～表紙題字の作者紹介～

福岡県立武蔵台高等学校書道部2年
井上　穂乃花さん

私がデザインしました!!

ほ   の   かいのうえ

てんしょ

広報委員会

議　会　だ　よ　り
3月

9月
6月12月

今回の定例会

2025
No.210

10万市民に議会を

11/1

聴く　見る　動く　チーム議会
資産等報告書の審査結果について

　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員（配偶者、
被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに前年１年間の収入、
贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の審査結果を７月３０日に意見書として受け取りまし
たので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２０人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１６人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６１人
審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
　明白な誤記、不正確な記載、その他不明な点等については確認の上、差し替え及び訂正または口頭での
説明は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

　朝倉街道駅周辺は、五差路と踏切が重なる構造で交通量も多く、歩行者・自転車・自動車が錯綜する
危険な状況です。令和７年５月１９日には、小学４年生児童が巻き込まれる重大事故が発生し、地域で
以前から指摘されてきた危険性が顕在化しました。この危険を放置せず、再発防止と安全確保のため、
緊急対策を早急に講じていただくことを、強く要望する意見書を県及び市に提出しました。

InstagramFacebook
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平井市長　原口議長 西鉄朝倉街道駅前付近


